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第１章

計画策定にあたって
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１ぺーじ だい１しょう けいかくさくていにあたって 
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１　計画策定の背景・目的
　地域福祉とは、それぞれの地域において人々が安心して暮らせるよう地域住民や公私
の社会福祉関係者がお互いに協力して地域社会の福祉課題の解決に取り組む考え方であ
り、本計画は地域福祉の推進に関する事項を一体的に定める計画になります。
　近年、少子高齢化の一層の進行や核家族世帯及び単身世帯の増加などによる社会構造
の変化、また、個人のライフスタイルの多様化により、地域のつながりの希薄化や家庭
や地域でお互いに支えあう機能の低下が顕著となっています。
　また、前述した社会構造の変化により、既存の制度や分野では対応しきれない複合化・
複雑化した課題に係る行政への相談ケースも増加しています。
　こういった社会状況の中、2020（令和２）年度に「地域共生社会※１の実現のための
社会福祉法等の一部を改正する法律」（以下「改正法」という。）により社会福祉法が改
正され、2021（令和３）年４月１日に施行されました。地域福祉計画に係る概要につ
いては以下のとおりで地域共生社会の実現を図るため、地域生活課題の解決に資する支
援を包括的に行う体制の整備を目指すこととされております。

第二　改正法の主な内容
　Ⅰ　社会福祉法の一部改正
　一　包括的な支援体制の整備に関する事項
　　２　重層的支援体制整備事業に関する事項
　　　（七）　地域福祉計画の見直しに関する事項

イ　市町村地域福祉計画において、地域生活課題の解決に資する支
援が包括的に提供される体制の整備に関する事項を定めるよう努
めるものとすること。（第 107条第１項関係）
ロ　都道府県地域福祉支援計画において、地域生活課題の解決に資
する支援が包括的に提供される体制の整備の実施の支援に関する
事項を定めるよう努めるものとすること。（第108条第１項関係）

（2020（令和２）年６月 12日厚生労働省社会・援護局長、厚生労働省老健
局長、厚生労働省保険局長、厚生労働省政策統括官発出「地域共生社会の実
現のための社会福祉法等の一部を改正する法律」の公布について（通知）よ
り抜粋。）

※１地域共生社会：制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」、「受け手」といった関係を超え、
地域住民や地域の多様な主体が「我が事」として参画し、人と人、人と資
源が世代や分野を超えて「丸ごと」つながることで、住民一人ひとりの暮
らしと生きがい、地域をともに創っていく社会。
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２ぺーじ １ けいかくさくていのはいけい もくてき 

 ちいきふくしとは それぞれのちいきにおいてひとびとが あんしんしてくらせ

るよう ちいきじゅうみんやこうしのしゃかいふくしかんけいしゃがおたがいにき

ょうりょくしてちいきしゃかいのふくしかだいのかいけつにとりくむかんがえかた

であり ほんけいかくはちいきふくしのすいしんにかんするじこうをいったいてき

にさだめるけいかくになります 

 きんねん しょうしこうれいかのいっそうのしんこうやかくかぞくせたいおよび

たんしんせたいのぞうかなどによるしゃかいこうぞうのへんか また こじんの

らいふすたいるのたようかにより ちいきのつながりのきはくかやかていやちい

きでおたがいにささえあうきのうのていかがけんちょとなっています 

 また ぜんじゅつしたしゃかいこうぞうのへんかにより きそんのせいどやぶん

やではたいおうしきれないふくごうかふくざつかしたかだいにかかるぎょうせいへ

のそうだんけーすもぞうかしています 

 こういったしゃかいじょうきょうのなか にせんにじゅうねんどにちいききょう

せいしゃかいのじつげんのためのしゃかいふくしほうとうのいちぶをかいせいする

ほうりつによりしゃかいふくしほうがかいせいされ にせんにじゅういちねん４が

つ１にちにせこうされました ちいきふくしけいかくにかかるがいようについては

いかのとおりでちいききょうせいしゃかいのじつげんをはかるため ちいきせいか

つかだいのかいけつにしするしえんをほうかつてきにおこなうたいせいのせいびを

めざすこととされております 
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【自助・互助・共助・公助のイメージ図】

例）・自らの健康管理（セルフケア）
　　・市場サービスの購入

自助
例）・ボランティア活動
　　・住民組織の活動
　　・当事者団体による取組

互助

例）・介護保険制度
　　・医療保険制度

共助
例）・ボランティア、住民組織の活動へ
　　　の公的支援
　　・各種福祉事業、生活保護制度

公助

　今後、多様化していく地域福祉のニーズに対応していく必要があることから、「自
助※２」を基本とした上で、「互助※３」、「共助※４」、「公助※５」を適切に組み合わせるこ
とにより、市と住民、関係機関、事業者等が協働しながら支えあう地域共生社会の実現
を目指すため、社会福祉法等の関係法令の趣旨に鑑み、第４期郡山市地域福祉計画（以
下「本計画」という。）を策定します。

※２自助：市民（個人・家族など）が自らの生活の質を維持・向上させるために行う努力や行動。
※３互助：自助ではできないことを市民などで互いに解決し合う支えあい。
※４共助：年金、医療保険、介護保険などの被保険者による相互扶助。
※５公助：公的機関による体制やサービスなどの支援。
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３ぺーじ 

こんご たようかしていくちいきふくしのにーずにたいおうしていくひつようがあ

ることから 「じじょ」をきほんとしたうえで ごじょ きょうじょ こうじょ 

をてきせつにくみあわせることにより しとじゅうみん かんけいきかん じぎょ

うしゃとうがきょうどうしながらささえあうちいききょうせいしゃかいのじつげん

をめざすため しゃかいふくしほうとうのかんけいほうれいのしゅしにかんがみ、

だい４きこおりやましちいきふくしけいかくをさくていします 

じじょ・ごじょ・きょうじょ・こうじょのイメージ 

じじょとはしみん（こじん・かぞくなど）がみずからのせいかつのしつをいじ・

こうじょうさせるためにおこなうどりょくやこうどうをさす。れいとしては、みず

からのけんこうかんり、セルフケア、しじょうさーびすのこうにゅう 

ごじょとはじじょではできないことをしみんなどでたがいにかいけつしあうささ

えあいをさす れいとしては、ぼらんてぃあかつどう、じゅうみんそしきのかつど

う、とうじしゃだんたいによるとりくみ 

きょうじょとはねんきん いりょうほけん かいごほけんなどのひほけんしゃに

よるそうごふじょをさす れいとしては かいごほけんせいど いりょうほけんせ

いど 

こうじょとはこうてききかんによるたいせいやさーびすなどのしえんをさす れい

としてはぼらんてぃあ じゅうみんそしきのかつどうへのこうてきしえん かくし

ゅふくしじぎょう せいかつほごせいど 
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２　計画の位置づけ

（１）関係法令等による関係

　本計画は、社会福祉法（昭和 26年法律第 45号）及び関係通知等に基づき、定める
ものです。
　地域福祉計画は、2000（平成 12）年６月の社会福祉事業法等の改正により、社会
福祉法に新たに規定された事項であり、市町村地域福祉計画及び都道府県地域福祉支援
計画からなります。
　内容は地域福祉の推進に関する事項を一体的に定めるものであり、福祉分野ごとの「縦
割り」では解決が難しい地域生活課題に対し、庁内関係部局による協議をはじめ、専門
職及び有識者との意見交換や市民に対するパブリックコメント（意見公募）などの手法
により必要となる施策の内容や体制などを定めていきます。
　地域福祉計画の策定については、2018（平成 30）年４月の社会福祉法の一部改正
により、策定について任意とされていたものが努力義務になるとともに、「地域におけ
る高齢者の福祉、障害者の福祉、児童の福祉その他の福祉の各分野における共通的な事
項」、「包括的な支援体制の整備に係る事業に関する事項」を記載するように改正され、
各福祉分野で策定される個別計画の「上位計画」として位置付けられました。
　さらに、2021（令和３）年４月の社会福祉法の一部改正により、「地域生活課題の
解決に資する支援が包括的に提供される体制の整備に関する事項」が市町村地域福祉計
画に盛り込むべき事項として新たに追加されています。
　福島県においては、市町村の地域福祉の推進を支援するために、社会福祉法第 108
条第１項に規定する「都道府県地域福祉支援計画」として「福島県地域福祉支援計画
（2021（令和３）年度～ 2026（令和８）年度）」を策定しています。
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４ぺーじ ２ けいかくのいちづけ 

（１）かんけいほうれいとうによるかんけい 

ほんけいかくはしゃかいふくしほうおよびかんけいつうちなどにもとづきさだめ

るものです 

 ちいきふくしけいかくはにせんねん６がつのしゃかいふくしじぎょうほうとうの

かいせいにより しゃかいふくしほうにあらたにきていされたじこうであり しち

ょうそんちいきふくしけいかくおよびとどうふけんちいきふくししえんけいかくか

らなります 

ないようはちいきふくしのすいしんにかんするじこうをいったいてきにさだめる

ものであり ふくしぶんやごとのたてわりではかいけつがむずかしいちいきせいか

つかだいにたいし ちょうないかんけいぶきょくによるきょうぎをはじめ、せんも

んしょくおよびゆうしきしゃとのいけんこうかんやしみんにたいするパブリックコ

メントなどのしゅほうによりひつようとなるせさくのないようやたいせいなどをさ

だめていきます 

 ちいきふくしけいかくのさくていについては にせんじゅうはちねん４がつのし

ゃかいふくしほうのいちぶかいせいにより さくていについてどりょくぎむになる

とともに ちいきにおけるこうれいしゃ しょうがいしゃ じどう そのたのふく

しのかくぶんやにおけるきょうつうてきなじこう ほうかつてきなしえんたいせい

のせいびにかかるじぎょうにかんするじこうをきさいするようにかいせいされ か

くふくしぶんやでさくていされるこべつけいかくのじょういけいかくとしていちづ

けられました 

 さらににせんにじゅういちねん４がつのしゃかいふくしほうのいちぶかいせいに

より 「ちいきせいかつかだいのかいけつにしするしえんがほうかつてきにていき

ょうされるたいせいのせいびにかんするじこうがしちょうそんちいきふくしけいか

くにもりこむべきじこうとしてあらたについかされています 
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〈社会福祉法　抜粋〉
（市町村地域福祉計画）
第百七条　市町村は、地域福祉の推進に関する事項として次に掲げる事項を一
体的に定める計画（以下「市町村地域福祉計画」という。）を策定するよう努
めるものとする。
一　地域における高齢者の福祉、障害者の福祉、児童の福祉その他の福祉に
関し、共通して取り組むべき事項
二　地域における福祉サービスの適切な利用の推進に関する事項
三　地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関する事項
四　地域福祉に関する活動への住民の参加の促進に関する事項
五　地域生活課題の解決に資する支援が包括的に提供される体制の整備に関
する事項

２　市町村は、市町村地域福祉計画を策定し、又は変更しようとするときは、
あらかじめ、地域住民等の意見を反映させるよう努めるとともに、その内容
を公表するよう努めるものとする。
３　市町村は、定期的に、その策定した市町村地域福祉計画について、調査、
分析及び評価を行うよう努めるとともに、必要があると認めるときは、当該
市町村地域福祉計画を変更するものとする。
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５ぺーじ 

＜しゃかいふくしほう ばっすい＞ 

（しちょうそんちいきふくしけいかく） 

だいひゃくななじょう しちょうそんはちいきふくしのすいしんにかんするじこう

としてつぎにかかげるじこうをいったいてきにさだめるけいかく（いか「しちょうそ

んちいきふくしけいかく」という）をさくていするようつとめるものとする 

だい１ごう ちいきにおけるこうれいしゃのふくし、しょうがいしゃのふくし  

じどうのふくしそのたのふくしにかんし きょうつうしてとりくむべきじこう 

だい２ごう ちいきにおけるふくしさーびすのてきせつなりようのすいしんにか

んするじこう 

だい３ごう ちいきにおけるしゃかいふくしをもくてきとするじぎょうのけんぜ

んなはったつにかんするじこう 

だい４ごう ちいきふくしにかんするかつどうへのじゅうみんのさんかのそくし

んにかんするじこう 

だい５ごう ちいきせいかつかだいのかいけつにしするしえんがほうかつてきに 

ていきょうされるたいせいのせいびにかんするじこう 

だい２こう しちょうそんは しちょうそんちいきふくしけいかくをさくていし  

またはへんこうしようとするときは あらかじめ ちいきじゅうみんとうのいけん

をはんえいさせるようつとめるとともに そのないようをこうひょうするようつと

めるものとする 

だい３こう しちょうそんは ていきてきに そのさくていしたしちょうそんち 

いきふくしけいかくについて ちょうさ ぶんせきおよびひょうかをおこなうよう

つとめるとともに ひつようがあるとみとめるときは とうがいしちょうそんちい

きふくしけいかくをへんこうするものとする 
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福祉面から推進

郡山市まちづくり基本指針
（あすまちこおりやま）

郡山市が策定する
各種行政計画

第５次地域福祉活動計画
2022（令和４）～2025（令和７）年度

第４期郡山市地域福祉計画
2022（令和４）～2025（令和７）年度

分野別の推進

整合・連携
みなぎる健康生きいきこおりやま21

食育推進計画

ニコニコ子ども・子育てプラン

いのち支える行動計画

高齢者福祉計画・介護保険事業計画

障がい者福祉プラン

〇障害　　〇高齢・介護　　〇健康
〇食育　　〇子ども　　〇自殺対策

関　

連　

個　

別　

計　

画

整合・連携

郡　　山　　市

郡山市社会福祉協議会

※成年後見制度利用促進基本計画を
　一体的に策定。

（２）郡山市の他計画等との関係

　本計画は、本市の最上位計画である「郡山市まちづくり基本指針（あすまちこおりや
ま）」の保健福祉に関連する分野の部門別計画であると同時に、保健福祉分野の各個別
計画の上位計画に位置付けられています。
　また、「成年後見制度の利用の促進に関する法律」に規定する「成年後見制度利用促
進基本計画」の内容を含み、同計画を一体的に策定しています。
　併せて、社会福祉法第 109条に規定する民間組織である社会福祉協議会が、地域住
民や関係機関との連携により地域福祉活動の実践に向け策定する「地域福祉活動計画」
の理念計画としても位置付けています。
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６ぺーじ 

(２)こおりやましのたけいかくとうとのかんけい

 ほんけいかくは ほんしのさいじょういけいかくである「こおりやましまちづく

りきほんししん（あすまちこおりやま）」のほけんふくしにかんれんするぶんやのぶ

もんべつけいかくであるとどうじに、ほけんふくしぶんやのかくこべつけいかくの

じょういけいかくにいちづけられています 

 また 「せいねんこうけんせいどのりようのそくしんにかんするほうりつ」にき

ていする「せいねんこうけんせいどりようそくしんきほんけいかく」のないようを

ふくみ どうけいかくをいったいてきにさくていしています 

 あわせて しゃかいふくしほうだいひゃくきゅうじょうにきていするみんかんそ

しきであるしゃかいふくしきょうぎかいが、ちいきじゅうみんやかんけいきかんと

のれんけいによりちいきふくしかつどうのじっせんにむけさくていする ちいきふ

くしかつどうけいかく のりねんけいかくとしてもいちづけています 
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第１期

第２次

第２期

第３次

第３期

第４次

行政計画

第４期

第５次

行政計画（実行計画）

公共計画（中長期指針）

2018（Ｈ30）
～

2021（Ｒ３）

2013（Ｈ25）
～

2017（Ｈ29）

2007（Ｈ19）
～

2012（Ｈ24）

2025
（Ｒ７）

2024
（Ｒ６）

2023
（Ｒ５）

2022
（Ｒ４）

郡山市地域福祉
計画

計　画

年　度

地域福祉活動計画

郡山市まちづくり
基本指針

３　計画の期間
　計画期間は、「郡山市まちづくり基本指針（あすまちこおりやま）」及び社会福祉法人
郡山市社会福祉協議会（以下「郡山市社会福祉協議会」という。）が策定する第５次地
域福祉活動計画と連携を図るため、「郡山市まちづくり基本指針（あすまちこおりやま）」
の行政計画及び第５次地域福祉活動計画と計画期間を合わせて、2022（令和４）年度
から 2025（令和７）年度までの４年間とします。
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７ページ 

３ けいかくのきかん

 けいかくきかんは 「こおりやましまちづくりきほんししん（あすまちこおりやま）」

およびしゃかいふくしほうじんこおりやまししゃかいふくしきょうぎかいがさくて

いするだい５じちいきふくしかつどうけいかくとれんけいをはかるため 「こおりや

ましまちづくりきほんししん」のぎょうせいけいかくおよびだい５じちいきふくしか

つどうけいかくとけいかくきかんをあわせて にせんにじゅうにねんどからにせん

にじゅうごねんどまでの４ねんかんとします。 
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郡山市地域福祉計画策定委員会
【構成】学識経験者、保健福祉及び医療関係者、地域活動団体等関係者、公募市民

庁 内 組 織
事務局：保健福祉総務課、地域包括ケア推進課

郡山市地域福祉計画策定作業部会
【構成】保健福祉部及びこども部の担当職員、郡山市社会福祉協議会

郡山市地域福祉計画策定検討会
【構成】関係課長及び郡山市社会福祉協議会

案
の
提
出

情
報
・

意
見
交
換

４　計画の策定体制

（１）郡山市地域福祉計画策定委員会との意見交換

　本計画を策定するために外部委員により構成する「郡山市地域福祉計画策定委員会」、
庁内の関係課長及び郡山市社会福祉協議会により構成する「郡山市地域福祉計画策定検
討会」、保健福祉部及びこども部の担当職員及び郡山市社会福祉協議会により構成する
「郡山市地域福祉計画策定作業部会」を組織し、庁内組織（「郡山市地域福祉計画策定検
討会」及び「郡山市地域福祉計画策定作業部会」）で計画内容の調査及び検討を行い、「郡
山市地域福祉計画策定委員会」に計画案を提出し、意見交換を行いました。

（２）市民アンケート調査

　本計画を策定する基礎資料とするため、市民アンケート調査を実施し、地域福祉に対
する意識や考え方、ニーズ等の把握を行いました。
　①調査対象：郡山市在住の 18歳以上の男女 3,000 人を無作為抽出
　②調査方法：郵送による配布・回収
　③調査期間：令和３年２月 12日（金）から令和３年３月５日（金）まで
　④回収状況：1,063 件（有効回答率 35.4％）
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８ぺーじ 

４ けいかくのさくていたいせい 

(１)こおりやましちいきふくしけいかくさくていいいんかいとのいけんこうかん 

 ほんけいかくをさくていするために がいぶいいんによりこうせいする「こおりや

ましちいきふくしけいかくさくていいいんかい」 ちょうないのかんけいかちょうお

よびこおりやまししゃかいふくしきょうぎかいによりこうせいする「こおりやましち

いきふくしけいかくさくていけんとうかい」 ほけんふくしぶおよびこどもぶのたん

とうしょくいんおよびこおりやまししゃかいふくしきょうぎかいによりこうせいす

る「こおりやましちいきふくしけいかくさくてい さぎょうぶかい」をそしきし 「こ

おりやましちいきふくしけいかくさくていけんとうかい」および「こおりやましちい

きふくしけいかくさくてい さぎょうぶかい」でけいかくないようのちょうさおよび

けんとうをおこない 「こおりやましちいきふくしけいかくさくていいいんかい」に

けいかくあんをていしゅつし いけんこうかんをおこないました。 

(２)しみんあんけーとちょうさ 

 ほんけいかくをさくていするきそしりょうとするため しみんあんけーとちょう

さをじっしし ちいきふくしにたいするいしきやかんがえかた にーずなどの は

あくをおこないました 

１ ちょうさたいしょう こおりやましざいじゅうのじゅうはちさいいじょうのだ

んじょさんぜんにんをむさくいちゅうしゅつ 

２ ちょうさほうほう ゆうそうによる はいふ・かいしゅう 

３ ちょうさきかん れいわ３ねん２がつじゅうににちかられいわ３ねん３がつ５

にちまで 

４ かいしゅうじょうきょう せんろくじゅうさんけん（ゆうこう かいとうりつさ

んじゅうご、てんよんぱーせんと） 
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（３）障がい者団体との意見交換

　障がい者団体との意見交換会において、本計画に対する多様な意見を聴取しました。
　①実施時期：令和３年 10月 26日（火）
　②実施場所：郡山市役所
　③参加者数：６団体（11名）

（４）パブリックコメントの実施

　2022（令和４）年１月 17日（月）～ 2022（令和４）年２月 16日（水）までパブリッ
クコメントを実施し、計画素案に対する幅広い意見を聴取しました。

５　郡山市社会福祉協議会との連携
　社会福祉協議会は、社会福祉法において「地域福祉の推進を図ることを目的とする団
体」として明確に位置付けられており、地区ごとに地区社会福祉協議会を組織して地域
活動を行うなど地域福祉推進の中心的役割を担う団体として欠かせない存在となってい
ます。
　また、郡山市社会福祉協議会においては、地域住民やボランティア・市民活動団体、
ＮＰＯなどの民間団体が取り組んでいく地域福祉活動の具体的内容を定める地域福祉活
動計画を策定していることから、各計画の策定組織に互いが参加し、互いの計画の情報
を共有することにより、本計画と地域福祉活動計画の計画内容に連動性及び整合性を持
たせました。
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９ぺーじ 

(３)しょうがいしゃだんたいとのいけんこうかん 

 しょうがいしゃだんたいとのいけんこうかんかいにおいて ほんけいかくにたい

するたようないけんをちょうしゅしました 

１ じっしじき れいわ３ねんじゅうがつ にじゅうろくにち 

２ じっしばしょ こおりやま しやくしょ 

３ さんかしゃすう ６だんたい 

(４)パブリックコメントのじっし 

 にせんにじゅうにねん１がつじゅうしちにちからにせんにじゅうにねん２がつじ

ゅうろくにちまでぱぶりっくこめんとをじっしし けいかくそあんにたいするはば

ひろいいけんをちょうしゅしました 

５ こおりやまししゃかいふくしきょうぎかいとのれんけい  

 しゃかいふくしきょうぎかいは しゃかいふくしほうにおいて「ちいきふくしのす

いしんをはかることをもくてきとするだんたい」としてめいかくにいちづけられてお

り ちくごとにちくしゃかいふくしきょうぎかいをそしきしてちいきかつどうをお

こなうなど ちいきふくしすいしんのちゅうしんてきやくわりをになうだんたいと

してかかせないそんざいとなっています 

 また こおりやまししゃかいふくしきょうぎかいにおいては ちいきじゅうみん

やぼらんてぃあ・しみんかつどうだんたい ＮＰＯなどのみんかんだんたいがとりく

んでいくちいきふくしかつどうのぐたいてきないようをさだめるちいきふくしかつ

どうけいかくをさくていしていることから かくけいかくのさくてい そしきにた

がいがさんかし たがいのけいかくのじょうほうをきょうゆうすることにより ほ

んけいかくとちいきふくしかつどうけいかくのけいかくないようにれんどうせいお

よびせいごうせいをもたせました 
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じゅうぺーじ 

だい２しょう 

げんじょうとかだい 
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0

100,000

200,000

300,000

400,000
（人）

77,931 79,621 81,509 82,933 84,218

42,604 42,243 41,616 40,845 40,308

206,772 204,987 202,559 200,331 198,470

77,931 79,621 81,509 82,933 84,218

2016年（平成28） 2017年（平成29） 2018年（平成30） 2019年（令和元） 2020年（令和２）

年少人口（0～14歳）　　 生産年齢人口（15～64歳）　　 老年人口（65歳以上）

326,851 325,684 324,109 322,996327,307

42,604 42,243 41,616 40,845 40,308

206,772 204,987 202,559 200,331 198,470

【年齢３区分別人口の推移】

１　郡山市の現状　

（１）年齢３区分別人口の推移

　本市の人口推移をみると、直近５か年において総人口は 4,311 人減少（2016（平
成 28）年比 -1.3％）し、減少傾向にあります。年齢３区分別人口構成の推移をみると、
年少人口（０～ 14 歳）は 2,296 人減少（2016（平成 28）年比 -5.3％）、生産年齢
人口（15 ～ 64 歳）は 8,302 人減少（2016（平成 28）年比 -4.0％）しているのに
対し、老年人口（65歳以上）は 6,287 人増加（2016（平成 28）年比+8.0％）して
おり、少子高齢化が進んでいます。

資料：住民基本台帳（各年１月１日現在）
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じゅういちぺーじ 

１ こおりやましのげんじょう                         

(１) ねんれい３くぶんべつじんこうのすいい 

 ほんしのじんこうすいいをみると ちょっきん５かねんにおいてそうじんこうは

よんせんさんびゃくじゅういちにん げんしょう（にせんじゅうろくねんひ まいな

すいちてんさんぱーせんと)し げんしょうけいこうにあります ねんれい３くぶん

べつじんこうこうせいのすいいをみると ねんしょうじんこう（０からじゅうよんさ

い）はにせんにひゃくきゅうじゅうろくにん げんしょう (にせんじゅうろくねん

ひ まいなすごてんさんぱーせんと) せいさんねんれいじんこう（じゅうごからろ

くじゅうよんさい）ははっせんさんびゃくににん げんしょう(にせんじゅうろくね

んひ まいなすよんぱーせんと)しているのにたいし ろうねんじんこう（ろくじゅ

うごさいいじょう）はろくせんにひゃくはちじゅうななにん ぞうか(にせんじゅう

ろくねんひ ぷらすはちぱーせんと)しており、しょうしこうれいかがすすんでいま

す 
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世帯数 平均世帯人員

138,889 139,676 140,504 141,760 142,897138,889 139,676 140,504 141,760 142,897

2.35
2.33

2.30
2.27

2.24

【世帯数・平均世帯員数の推移】

0

100,000

150,000

50,000

200,000

250,000
（世帯）

2.00

2.10

2.20

2.30

2.40
（人）

2016年（平成28） 2017年（平成29） 2018年（平成30） 2019年（令和元） 2020年（令和２）

0

30,000

40,000

20,000

10,000

50,000

60,000
（世帯）

34,002 35,438 38,037 

8,847 
13,877 

13,682 

34,002 35,438 38,037 

8,847 
13,877 

13,682 

49,315
51,719

42,849

単独世帯数（65歳未満）　　■ 高齢者単独世帯数（65歳以上）

【単独世帯数の推移】

2010年（平成22） 2015年（平成27） 2020年（令和2）

（２）世帯数・平均世帯員数の推移

　本市の世帯数・平均世帯員数は、直近５か年において総世帯数は 4,008 世帯増加
（2016（平成 28）年比+2.8％）し、平均世帯人員は 0.11 人減少しており、総人口が
減少する中で世帯数は増えていることから核家族化が進んでいます。

（３）単独世帯数の推移

　本市の単独世帯数をみると、直近 10か年において単独世帯数の総数は 8,870 世帯
増加（2010（平成 22）年比+20.7％）しています。区分別にみても 65歳未満の世
帯及び 65歳以上の世帯のどちらも増加傾向にあります。

資料：住民基本台帳（各年１月１日現在）

資料：国勢調査
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じゅうにぺーじ 

(２)せたいすう・へいきん せたいいんすうのすいい 

 ほんしのせたいすう・へいきん せたいいんすうは ちょっきん５かねんにおいて

そうせたいすうはよんせんはちせたいぞうか（にせんじゅうろくねんひ ぷらすに 

てんはちぱーせんと)し へいきんせたいじんいんは れいてんいちいちにん げ

んしょうしており そうじんこうがげんしょうするなかで せたいすうはふえて

いることからかくかぞくかがすすんでいます  

 

(３)たんどくせたいすうのすいい 

 ほんしのたんどくせたいすうをみると ちょっきんじゅうかねんにおいてたんど

くせたいすうのそうすうは はっせんはっぴゃくななじゅうせたいぞうか(にせんじ

ゅうねんひ ぷらすにじゅう てんななぱーせんと)しています くぶんべつにみて

も ろくじゅうごさいみまんのせたいおよびろくじゅうごさいいじょうのせたいの

どちらもぞうかけいこうにあります 
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単位：人
2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

H30社人研推計に準拠した推計人口 335,444 324,567 311,868 297,828 282,343 265,374

（改定）将来展望人口 335,444 328,792 321,734 314,978 308,357 301,540

【推計人口と（改訂）将来展望人口の比較】
人口（人）
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現住人口

H30社人研推計に準拠した推計人口

（改定）将来展望人口

本市の人口ピーク
2004年  339,248人

30万人規模を維持

出生率・社会移動率を改善
外国人の増加を反映

実績値
※社人研…国立社会保障・人口問題研究所

（４）推計人口と将来展望人口の推移

　郡山市人口ビジョン（2020 改訂版）においては、本市の推計人口は、2040（令和
22）年まで年々減少していくと予測されていますが、2040 年以降については、福島
県の中枢都市、中核市として持てるポテンシャルを生かすとともに、こおりやま広域圏
の中心市としての役割を担いつつ地域経済をけん引することにより、人口約 30万人規
模を維持していくことを目標とし、誰もが安心・安全に暮らせる都市環境の整備を推進
するとしています。
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じゅうさんぺーじ 

(４)すいけいじんこうとしょうらいてんぼうじんこうのすいい 

 こおりやましじんこうビジョンにおいては ほんしのすいけいじんこうは にせ

んよんじゅうねんまでねんねんげんしょうしていくとよそくされていますが にせ

んよんじゅうねんいこうについてはふくしまけんのちゅうすうとし ちゅうかくし 

としてもてるポテンシャルをいかすとともに こおりやまこういきけんの ちゅう

しんしとしてのやくわりを にないつつ ちいきけいざいをけんいんすることによ

り じんこうやくさんじゅうまんにんきぼをいじしていくことをもくひょうとし 

だれもがあんしん・あんぜんにくらせるとしかんきょうのせいびをすいしんするとし

ています 
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出生数（郡山市） 合計特殊出生率（郡山市） 合計特殊出生率（全国）
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■ 児童人口

（６）児童（18歳未満）人口の推移

　本市の児童（18歳未満）人口は減少傾向にあり、直近５か年においては 2,860 人減
少（2016（平成 28）年比 -5.4％）しています。

（５）出生数・合計特殊出生率の推移

　本市の出生数は、直近５か年においては415人減少（2016（平成28）年比 -15.2％）
しています。本市の合計特殊出生率についても、国の数値は上回っているものの、直近
５か年において減少が続いています。

資料：厚生労働省　人口動態統計

資料：住民基本台帳（各年１月１日現在）
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じゅうよんぺーじ 

(５)しゅっしょうすう・ごうけい とくしゅ しゅっしょうりつのすいい 

ほんしのしゅっしょうすうは ちょっきん５かねんにおいては よんひゃくじゅ

うごにんげんしょう（にせんじゅうろくねんひ まいなすじゅうごてんにパーセン

ト)しています ほんしのごうけい とくしゅ しゅっしょうりつについても くに

のすうちはうわまわっているものの ちょっきん５かねんにおいてげんしょうがつ

づいております。 

 

(６)じどう(じゅうはっさいみまん)じんこうのすいい 

ほんしのじどう（じゅうはっさいみまん）じんこうはげんしょうけいこうにあり 

ちょっきん５かねんにおいては にせんはっぴゃくろくじゅうにん げんしょう(に

せんじゅうろくねんひ まいなすごてんよんパーセント)しています 
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（７）平均寿命の推移

　本市の平均寿命は、男性においては 2005（平成 17）年から 2015（平成 27）年に
かけて 2.6 歳上昇し、2015（平成 27）年には全国平均を上回っています。女性にお
いては 2005（平成 17）年から 2015（平成 27）年にかけて 1.2 歳上昇していますが、
全国平均を僅かに下回っています。

（８）高齢者数・高齢化率の推移

　本市の高齢者数は、（１）年齢３区分別人口の推移でも触れたように増加傾向にあり
ます。高齢化率も直近５か年において 2.3％増加しており、2018（平成 30）年には４
人に１人が高齢者（65歳以上）といった状態に達するなど高齢化が進んでいます。

資料：厚生労働省　市町村別生命表

資料：郡山市健康長寿課（各年１月１日現在）

- 15 - 

じゅうごぺーじ 

(７)へいきんじゅみょうのすいい 

 ほんしのへいきんじゅみょうはだんせいにおいてはにせんごねんからにせんじゅ

うごねんにかけて に てんろくさい じょうしょうし にせんじゅうごねんには

ぜんこくへいきんをうわまわっています じょせい においてはにせんごねんから

にせんじゅうごねんにかけて いち てんにさい じょうしょうしていますが ぜ

んこくへいきんをわずかにしたまわっています 

 

(８)こうれいしゃすう・こうれいかりつのすいい 

 ほんしのこうれいしゃすうは (１)ねんれい３くぶんべつじんこうのすいいでも

ふれたようにぞうかけいこうにあります こうれいかりつもちょっきん５かねんに

おいて に てんさんパーセントぞうかしており にせんじゅうはちねんには４に

ん にひとりがこうれいしゃ(ろくじゅうごさいいじょう)といったじょうたいにた

っするなどこうれいかがすすんでいます 
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【要介護認定者数の推移】
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要支援１・２　 要介護１・２　　 要介護３以上

【要介護認定者割合の推移】

（９）要介護認定者数・要介護認定者割合の推移

　本市の要介護認定者数は増加傾向にあり、全体総数は直近５か年において 1,748 人
増加（2016（平成 28）年比+12.2％）しています。要介護認定者割合を見ると要支
援１・２の割合が増加傾向にあります。

資料：郡山市介護保険課（各年 10月１日現在）
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じゅうろくぺーじ 

(９)ようかいご にんていしゃすう・ようかいご にんていしゃわりあいのすいい 

ほんしのようかいご にんていしゃすうはぞうかけいこうにあり ぜんたいそう

すうはちょっきん５かねんにおいてせんななひゃくよんじゅうはちにんぞうか(にせ

んじゅうろくねんひ ぷらすじゅうにてんにパーセント)しています ようかいご 

にんていしゃわりあいをみるとようしえん１およびようしえん２のわりあいがぞう

かけいこうにあります 
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身体障害者手帳所持者数　 療育手帳所持者数　　 精神障害者保健福祉手帳所持者数

（10）障害者手帳所持者数の推移

　本市の障害者手帳所持者数は直近５か年において全体総数はほぼ横ばいの状況です
が、身体障害者手帳所持者数が 1,204 人減少（2016 年比 -9.9％）したのに対して、
精神障害者保健福祉手帳所持者数が 676人増加（2016 年比 +37.7％）と大きく増加
しています。
　なお、2017（平成 29）年から 2018（平成 30）にかけての身体障害者手帳所持者
数の減少については、マイナンバー制度の導入に伴う手帳所持者数の得喪に係る整理に
よるものです。

資料：第４期郡山市障がい者福祉プラン、第５期郡山市障がい者福祉プラン
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じゅうななぺーじ 

(10)しょうがいしゃてちょうしょじしゃすうのすいい 

 ほんしのしょうがいしゃてちょうしょじしゃすうはちょっきん５かねんにおいて

ぜんたいそうすうはほぼよこばいのじょうきょうですが、しんたいしょうがいしゃて

ちょうしょじしゃすうが せん にひゃくよん にん げんしょう(にせんじゅうろ

くねんひ まいなすきゅうてんきゅうパーセント)したのにたいして、せいしんしょ

うがいしゃほけんふくしてちょうしょじしゃすうがろっぴゃくななじゅうろくにん

ぞうか(にせんじゅうろくねんひ ぷらすさんじゅうななてんななパーセント)とお

おきくぞうかしています 

 なお、にせんじゅうななねんからにせんじゅうはちねんにかけてのしんたいしょう

がいしゃてちょうしょじしゃすうのげんしょうについては、マイナンバーせいどのど

うにゅうにともなうてちょうしょじしゃすうのとくそうにかかるせいりによるもの

です。 
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【被保護世帯数・被保護者数・保護率の推移】
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 高齢世帯　　 母子世帯　  障害世帯　　 傷病世帯　　 その他世帯

【被保護世帯割合の推移】

（11）被保護世帯数・被保護世帯割合・被保護者数・保護率の推移

　本市の被保護世帯数、被保護者数及び保護率は直近５か年においてほぼ横ばいの状況
ですが、被保護世帯割合を見ると高齢世帯が増加しており、2020（令和２）年には全
世帯の 52％が高齢世帯となっています。
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じゅうはちぺーじ 

(11)ひほごせたいすう・ひほごせたいわりあい・ひほごしゃすう・ほごりつのすいい 

 ほんしのひほごせたいすう ひほごしゃすうおよびほごりつはちょっきん５かね

んにおいてほぼよこばいのじょうきょうですが ひほごせたいわりあいをみるとこ

うれいせたいがぞうかしており にせんにじゅうねんにはぜんせたいのごじゅうに

パーセントがこうれいせたいとなっています 
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【年齢別受給者数の推移】
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 0歳～19歳　　  20歳～39歳　　  40歳～59歳　　  60歳～79歳　　  80歳～
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※2017（平成29）年度10月から事業開始

（12）福祉まるごと支援事業の相談件数の推移

　本市の福祉まるごと支援事業の相談件数は、2019（令和元）年度以降、総数は減少
しているものの、１日当たりの平均相談件数は 10件程度、相談内訳としては全体の９
割以上が継続相談となっており、短期間では解決が難しい複合化・複雑化した地域生活
課題の相談を担っています。

資料：郡山市生活支援課（各年１月１日現在）

資料：郡山市保健福祉総務課
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じゅうきゅうぺーじ 

(12)ふくしまるごとしえんじぎょうのそうだんけんすうのすいい 

 ほんしのふくしまるごとしえんじぎょうのそうだんけんすうは にせんじゅうき

ゅうねんどいこう、そうすうはげんしょうしているものの １にちあたりのへいきん

そうだんけんすうはじゅうけんていど そうだんうちわけとしてはぜんたいの９わ

りいじょうがけいぞくそうだんとなっており たんきかんではかいけつがむずかし

いふくごうか・ふくざつかしたちいきせいかつかだいのそうだんをになっています 
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（13）ボランティア登録数の推移

　郡山市社会福祉協議会ボランティアセンターに登録している個人登録者及び団体数に
ついては、自動更新としていた登録者情報について、2019（令和元）年度に登録継続
の意向確認を行ったため、数値が大きく減少しましたが、2020（令和２）年度に増加
傾向に転じています。

（14）成年後見制度利用者数の推移

　本市の成年後見制度利用者数は、直近４か年において 32人増加（2016（平成 28）
年比+9.5％）しています。全国の成年後見制度利用者数についても直近４か年におい
て 21,997 人増加（2016（平成 28）年比+10.4％）しており、本市だけでなく全国
的に成年後見制度の需要が高まってきています。

資料：社会福祉法人郡山市社会福祉協議会事業報告書

資料：郡山市地域包括ケア推進課
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にじゅうぺーじ 

(13)ボランティアとうろくすうのすいい 

 こおりやまししゃかいふくしきょうぎかいぼらんてぃあせんたーにとうろくして

いるこじんとうろくしゃおよびだんたいすうについては じどうこうしんとしてい

たとうろくしゃじょうほうについて にせんじゅうきゅうねんどにとうろくけいぞ

くのいこうかくにんをおこなったため すうちがおおきくげんしょうしましたが 

にせんにじゅうねんどにぞうかけいこうにてんじています 

 

(14)せいねんこうけんせいど りようしゃすうのすいい 

ほんしのせいねんこうけんせいど りようしゃすうは ちょっきん４かねんにお

いてさんじゅうににんぞうか(にせんじゅうろくねんひ ぷらすきゅうてんごぱーせ

んと)しています ぜんこくのせいねんこうけんせいど りようしゃすうについても

ちょっきん４かねんにおいてにまんせんきゅうひゃくきゅうじゅうななにんぞうか

(にせんじゅうろくねんひ ぷらすじゅうてんよんパーセント)しており ほんしだ

けでなくぜんこくてきにせいねんこうけんせいどのじゅようがたかまってきていま

す 
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２　郡山市の課題

（１）市民アンケート調査

　令和３年２月 12日（金）から令和３年３月５日（金）にかけて郡山市内の 18歳以
上の男女 3,000 人を対象として地域福祉や保健福祉行政への考えやニーズ等に関する
住民の意向を調査しました。
①日常的な暮らしについて
　日常的な暮らしにおける不安や困り事の項目では、前回調査（2016（平成 28）年）
と同様に「自分の健康に関すること」、「災害に関すること」、「介護に関すること」が
上位３項目を占めるとともに、回答者のおよそ２人に１人が不安を感じているという
結果となりました。困り事や不安に係る相談相手の項目においては、「親・家族」、「配
偶者」に次いで「知人・友人」が 55.7％となっており、２人に１人が家族以外のコミュ
ニティで相談しているという結果の一方、「市役所などの窓口」は 9.7％という結果
になっています。
　高齢化の進行や単数世帯の増加を背景として、相談できる相手が近くにいないケー
スの増加が考えられることから、民生委員をはじめとした地域の見守りを担う人材の
育成や行政・関係機関における相談機能の充実及び情報発信が求められます。
　さらに、日常生活で手伝ってほしいことの項目については、「急病時の看病や家族
の世話」、「災害時の避難支援」、「相談相手や仲間づくり」が他の項目に比べてニーズ
が高い結果となりました。平常時の地域の見守り体制や要配慮者への支援体制の強化
などの必要性が考えられます。
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にじゅういちぺーじ 

２ こおりやましのかだい                         

(１)しみんあんけーとちょうさ 

 れいわ３ねん２がつじゅうににち きんようびかられいわ３ねん３がつ５にち 

きんようびにかけてこおりやましないのじゅうはちさいいじょうのだんじょさんぜ

んにんをたいしょうとしてちいきふくしやほけんふくしぎょうせいへのかんがえや

にーずとうにかんするじゅうみんのいこうをちょうさしました 

１ にちじょうてきなくらしについて 

  にちじょうてきなくらしにおけるふあんやこまりごとのこうもくでは ぜんか

いちょうさとどうようにじぶんのけんこうにかんすること さいがいにかんする

こと かいごにかんすることがじょうい３こうもくをしめるとともに かいとう

しゃのおよそふたりにひとりがふあんをかんじているというけっかとなりました 

こまりごとやふあんにかわるそうだんあいてのこうもくにおいては、おやかぞく 

はいぐうしゃについでちじんゆうじんがごじゅうごてんななパーセントとなって

おり ふたりにひとりがかぞくいがいのコミュニティでそうだんしているという

けっかのいっぽう しやくしょなどのまどぐちはきゅうてんななぱーせんととい

うけっかになっています 

  こうれいかのしんこうやたんすうせたいのぞうかをはいけいとして そうだん

できるあいてがちかくにいないけーすのぞうかがかんがえられることから みん

せいいいんをはじめとしたちいきのみまもりをになうじんざいのいくせいやぎょ

うせい かんけいきかんにおけるそうだんきのうのじゅうじつおよびじょうほう

はっしんがもとめられます 

  さらににちじょうせいかつでてつだってほしいことのこうもくについては き

ゅうびょうじのかんびょうやかぞくのせわ さいがいじのひなんしえん そうだ

んあいてやなかまづくりがほかのこうもくにくらべてにーずがたかいけっかとな

りました へいじょうじのちいきのみまもりたいせいやようはいりょしゃへのし

えんたいせいのきょうかなどのひつようせいがかんがえられます 
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0 200 400 600 800

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

4.1%

20.7%

18.2%

21.2%

29.3%

28.6%

53.5%

31.9%

51.8%

3.0%

19.2%

21.4%

22.0%

22.6%

26.0%

44.3%

45.7%

50.0%

その他

子育てや教育に関すること

近所づきあいや近隣の人間関係

防犯に関すること

親や子どもに関すること

暮らしや仕事に関すること

介護に関すること

災害に関すること

自分の健康に関すること

保健師・訪問看護師

その他

社会福祉協議会

民生委員・児童委員

相談相手がいない

ケアマネジャー・ヘルパー

町内会役員等

地域包括支援センター

保育士や学校の先生

市役所などの窓口

隣近所の人

かかりつけの医師

知人・友人

配偶者

親、兄弟姉妹など家族

15（1.4%）

16（1.5%）

18（1.7%）

27（2.6%）

29（2.8%）

43（4.2%）

48（4.6%）

50（4.8%）

50（4.8%）

100（9.7%）

143（13.8%）

194（18.7%）

577（55.7%）

628（60.7%）

735（71.0%）

【暮らしの中での困り事や不安［３つまで複数回答］】

【暮らしの中での困り事や不安に係る相談相手［複数回答］】

回答数：1,035人

今回（令和２年度）回答数1,035人　　 前回（平成28年度）回答数912人
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にじゅうにぺーじ 

くらしのなかでのこまりごとやふあんのあんけーとけっか こんかいちょうさでか

いとうがおおかったじゅんにきさい じぶんのけんこうにかんすること さいがい

にかんすること かいごにかんすること くらしやしごとにかんすること おやや

こどもにかんすること ぼうはんにかんすること きんじょづきあいやきんりんの

にんげんかんけい こそだてやきょういくにかんすること そのた 

 

くらしのなかでのこまりごとやふあんにかかるそうだんあいてのあんけーとけっか 

こんかいちょうさでかいとうがおおかったじゅんにきさい おや きょうだいしま

いなどのかずく はいぐうしゃ ちじん、ゆうじん かかりつけのいし きんじょの

ひと しやくしょなどのまどぐち ほいくしやがっこうのせんせい ちいきほうか

つしえんせんたー ちょうないかいやくいんなど けあまねじゃー、へるぱー そう

だんあいてがいない みんせいいいん、じどういいん しゃかいふくしきょうぎかい 

そのた ほけんし、ほうもんかんごし 
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0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

3.4%

6.5%

6.1%

8.6%

6.6%

11.8%

14.6%

11.0%

13.2%

25.1%

30.5%

38.3%

5.4%

5.7%

5.7%

6.0%

7.4%

7.5%

7.7%

8.0%

12.5%

21.4%

26.3%

26.9%

日常の金銭受取、支払

ゴミ出し

掃除・洗濯

外出時の子どもの世話

買い物や食事づくりの世話

外出時の車等による送迎

その他

病院等への通院

届出や連絡の代行

相談相手や仲間づくり

災害時の避難支援

急病時の看病や家族の世話

今回（令和２年度）回答数801人　　 前回（平成28年度）回答数789人

【日常生活で手伝ってほしいこと［複数回答］】
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にじゅうさんぺーじ 

にちじょうせいかつでてつだってほしいことのあんけーとけっか こんかいちょう

さでかいとうがおおかったじゅんにきさい きゅうびょうじのかんびょうやかぞく

のせわ さいがいじのひなんしえん そうだんあいてやなかまづくり とどけでや

れんらくのだいこう びょういんなどへのつういん そのた がいしゅつじのくる

まなどによるそうげい かいものやしょくじづくりのせわ がいしゅつじのこども

のせわ そうじ、せんたく ごみだし にちじょうのきんせんうけとり しはらい 
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【地域活動への参加状況】

進んで積極的に参加・協力している
86（8.3%）

求められれば、参加・協力している
438（42.3%）

参加することはあるが、役割をもって
協力することはあまりない

100（9.7%）

関心はあるが、参加する機会がない
271（26.2%）

関心がなく、誘われても参加しない
140（13.5%）

回答数
1,035人

②地域活動やボランティア活動・ＮＰＯ活動について
　地域活動への参加状況の項目では、60％の方が参加経験者で参加している地域活
動の内容としては、町内会が最も多い結果となりました。ボランティア活動・ＮＰＯ
活動への参加状況の調査では、参加経験者は 28％と地域活動のおよそ半分という結
果になっています。
　どちらの活動についても参加が難しい理由としては、回答者のおよそ半数が「仕事
などで時間にゆとりがない」というものでした。しかし、時間的要因以外にも「情報
が得られない」や「一緒に参加する仲間や友人がいない」といった環境的要因も少な
くないことから活動団体への公的支援や活動内容の情報発信が求められています。
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にじゅうよんぺーじ 

２ ちいきかつどうやぼらんてぃあかつどう、ＮＰＯかつどうについて 

ちいきかつどうへのさんかじょうきょうのこうもくでは、ろくじゅうぱーせんとのか 

たがさんかけいけんしゃでさんかしているちいきかつどうのないようとしては ち

ょうないかいがもっともおおいけっかとなりました ボランティアかつどう、ＮＰＯ

かつどうへのさんかじょうきょうのちょうさでは、さんかけいけんしゃはにじゅうは

ちぱーせんととちいきかつどうのおよそ はんぶんというけっかになっています 

 どちらのかつどうについてもさんかがむずかしいりゆうとしては かいとうしゃ

のおよそ はんすうが しごとなどでじかんにゆとりがないというものでした し

かし じかんてきよういんいがいにもじょうほうがえられない いっしょにさんか

するなかまやゆうじんがいない といったかんきょうてきよういんもすくなくない

ことから かつどうだんたいへのこうてきしえんやかつどうないようのじょうほう

はっしんがもとめられています 

ちいきかつどうへのさんかじょうきょうのあんけーとけっか こんかいちょうさで

かいとうがおおかったじゅんにきさい もとめられればさんかきょうりょくしてい

る よんじゅうにぱーせんと かんしんはあるがさんかするきかいがない にじゅ

うろくぱーせんと かんしんがなくさそわれてもさんかしない じゅうさんぱーせ

んと さんかすることはあるがやくわりをもってきょうりょくすることはない き

ゅうぱーせんと すすんでせっきょくてきにさんかきょうりょくしている はちぱ

ーせんと 
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59
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79
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352
517

0

0 600500400300200100

600100 200 300 400 500

町内会

特になし

ＰＴＡ

育成会・子ども会

文化・スポーツ活動

公民館活動

ボランティア活動

老人クラブ

環境保護・環境美化活動

地域福祉活動

消防団・防災活動

まちづくり活動

障がい者支援等福祉活動

保健・健康活動

婦人会

その他

国際親善活動

消費者活動

青年団

54

77

51

125

151

189

193

220

245

325

462

34

68

71

85

119

141

170

210

215

273

486

家族の理解が得られない

子どもの面倒を見てくれる人がいない

その他

介護で余裕がない

家の近くに活動の場所がない

申込みや定期的な参加がわずらわしい

家事・育児などで忙しくて時間がない

人間関係がわずらわしい

参加したい活動の情報が得られない

気軽に参加できる活動がない

仕事などで自由な時間がない

今回（令和２年度）回答数1,004人
前回（平成28年度）回答数909人

 今回（令和２年度）回答数962人
 前回（平成28年度）回答数877人

【参加している地域活動の内容】

【地域活動への参加が難しい理由［複数回答］】
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にじゅうごぺーじ 

さんかしているちいきかつどうのないようのあんけーとけっか こんかいちょうさ

でかいとうがおおかったじゅんにきさい ちょうないかい とくになし ＰＴＡ 

いくせいかい・こどもかい ぶんか・スポーツかつどう こうみんかんかつどう ボ

ランティアかつどう ろうじんクラブ かんきょうほご・かんきょうびかかつどう 

ちいきふくしかつどう しょうぼうだん・ぼうさいかつどう まちづくりかつどう 

しょうがいしゃしえんとうふくしかつどう ほけん・けんこうかつどう ふじんかい 

そのた こくさいしんぜんかつどう しょうひしゃかつどう せいねんだん 

 

ちいきかつどうへのさんかがむずかしいりゆうのあんけーとけっか こんかいちょ

うさでかいとうがおおかったじゅんにきさい しごとなどでじゆうなじかんがない 

きがるにさんかできるかつどうがない さんかしたいかつどうのじょうほうがえら

れない にんげんかんけいがわずらわしい かじ、いくじなどでいそがしくてじかん

がない もうしこみやていきてきなさんかがわずらわしい いえのちかくにかつど

うのばしょがない かいごでよゆうがない そのた こどものめんどうをみてくれ

るひとがいない かぞくのりかいがえられない 
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【ボランティア活動・ＮＰＯ活動への参加状況】

現在参加している
82（7.9%）

以前参加していたが、現在は
参加していない
212（20.5%）

今まで参加したことはない
734（70.9%）

回答数
1,028人

0 100 200 300 400 500

37（4.0%）

83（9.1%）

118（12.9%）

178（19.5%）

188（20.6%）

365（39.9%）

425（46.5%）

その他

ボランティア活動やＮＰＯ活動に関心がない

自分が活動したいと思うものがない

自分が健康ではない

一緒に参加する仲間や友人がいない

どのような活動があるか知らない

時間的にゆとりがない

【ボランティア活動・ＮＰＯ活動への参加が難しい理由［複数回答］】
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にじゅうろくぺーじ 

ボランティアかつどう・ＮＰＯかつどうへのさんかじょうきょうのあんけーとけっか 

こんかいちょうさでかいとうがおおかったじゅんにきさい いままでさんかしたこ

とはない ななじゅうてんきゅうぱーせんと いぜんさんかしていたが、げんざいは

さんかしていない にじゅうてんごぱーせんと げんざいさんかしている ななて

んきゅうぱーせんと 

 

ボランティアかつどう・ＮＰＯかつどうへのさんかがむずかしいりゆうのあんけーと

けっか こんかいちょうさでかいとうがおおかったじゅんにきさい じかんてきに

ゆとりがない どのようなかつどうがあるかしらない いっしょにさんかするなか

まやゆうじんがいない じぶんがけんこうではない じぶんがかつどうしたいとお

もうものがない ボランティアかつどうやＮＰＯかつどうにかんしんがない その

た 
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0 100 200 300 400 500

0 100 200 300 400 500

19（1.9%）

136（13.8%）

218（22.1%）

226（22.9%）

241（24.4%）

272（27.6%）

303（30.7%）

332（33.7%）

381（38.6%）

388（39.4%）

その他

ボランティア保険の充実

地域ボランティア活動の拠点整備

介護やボランティア等の地域での研修

民生委員、児童委員による情報収集

福祉活動を行う地域リーダーの育成

地域での福祉活動・運営への資金援助

ボランティアの活動機会の紹介

学校や生涯学習での福祉教育の充実

地域福祉活動周知ＰＲの広報活動

10（1.0%）

148（14.5%）

208（20.3%）

261（25.5%）

287（28.0%）

319（31.2%）

328（32.0%）

331（32.3%）

388（37.9%）

434（42.4%）

448（43.8%）

その他

ボランティアなど市民活動の育成

地域で集まり活動できる場の充実

支援される、する人をつなぐ情報提供

生活困窮者や貧困世帯支援の充実

子どものころからの福祉教育

在宅福祉を支えるサービスの充実

健康づくりや生きがいづくりへの支援

地域で助け合える仲間づくり支援

福祉サービス利用情報の提供

気軽な専門相談窓口の充実

【これからの福祉で重点を置くべき施策［複数回答］】

【助け合い活動の促進に重要なこと［複数回答］】

③これからの福祉のあり方について
　これからの福祉で重点を置くべき施策の項目では、相談窓口の充実や情報発信の強
化、地域コミュニティへの支援や福祉サービスの充実などに対するニーズが多く見ら
れました。
　地域の助け合い（互助）の促進に向けた取組の調査では、地域活動の広報活動や市
民への福祉教育、地域団体への運営補助などに係るニーズが多い結果となりました。
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にじゅうななぺーじ 

３ これからのふくしのありかたについて 

これからのふくしでじゅうてんをおくべきせさくのこうもくでは、そうだんまどぐち

のじゅうじつやじょうほうはっしんのきょうか ちいきコミュニティへのしえんや

ふくしさーびすのじゅうじつなどにたいするニーズがおおくみられました 

ちいきのたすけあい（ごじょ）のそくしんにむけたとりくみのちょうさでは、ちいき

かつどうのこうほうかつどうやしみんへのふくしきょういく ちいきだんたいへの

うんえいほじょなどにかかるニーズがおおいけっかとなりました。 

 

これからのふくしでじゅうてんをおくべきせさくのあんけーとけっか こんかいち

ょうさでかいとうがおおかったじゅんにきさい きがるなせんもんそうだんまどぐ

ちのじゅうじつ ふくしサービスりようじょうほうのていきょう ちいきでたすけ

あえるなかまづくりしえん けんこうづくりやいきがいづくりへのしえん ざいた

くふくしをささえるサービスのじゅうじつ こどものころからのふくしきょういく 

せいかつこんきゅうしゃやひんこんせたいしえんのじゅうじつ しえんされる、する

ひとをつなぐじょうほうていきょう ちいきであつまりかつどうできるばのじゅう

じつ ボランティアなどしみんかつどうのいくせい そのた 

 

たすけあいかつどのそくしんにじゅうようなことのあんけーとけっか こんかいち

ょうさでかいとうがおおかったじゅんにきさい ちいきふくしかつどうしゅうちＰ

Ｒのこうほうかつどう がっこうやしょうがいがくしゅうでのふくしきょういくの

じゅうじつ ボランティアのかつどうきかいのしょうかい ちいきでのふくしかつ

どう・うんえいへのしきんえんじょ ふくしかつどうをおこなうちいきリーダーのい

くせい みんせいいいん、じどういいんによるじょうほうしゅうしゅう かいごやボ

ランティアなどのちいきでのけんしゅう ちいきボランティアかつどうのきょてん

せいび ボランティアほけんのじゅうじつ そのた 
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0 100 200 300 400 500 600 700

その他

書籍・雑誌

近所の人

民生委員・児童委員

市の施設

職場・学校

病院・福祉関係施設

インターネット

家族・友人・知人

新聞

テレビ・ラジオ

市のガイド・パンフ

回覧板

広報

6（0.6%）

42（4.1%）

62（6.0%）

71（6.9%）

128（12.5%）

152（14.8%）

196（19.1%）

242（23.5%）

253（24.6%）

299（29.1%）

320（31.1%）

329（32.0%）

409（39.8%）

644（62.6%）

【福祉に関する情報の入手方法［複数回答］】

④市民アンケートの自由記述について
　市民アンケート調査のなかで質問項目のほかに「日頃考えている福祉や地域のあり
方に関する要望や考え方」についての自由記述を設け、様々な意見をいただきました。
特に多かった意見については以下のとおりです。

　・福祉の様々な情報について、行政が広報誌やＳＮＳなどで制度の紹介と併せて具
体的な事例を発信してもらえると “自分事 ” として捉える機会が増えて制度への
関心が高まると思います。

　・行政で福祉の情報を提供しているが、まだまだ福祉サービスを知らない人もいる
ので、積極的に情報提供してもらいたいです。また、介護・福祉サービスなどの
各種制度について教えてくれる窓口があるとよいと感じます。

　・町内会などの地域活動で動いているのは 60代以上の高齢者ばかりで高齢化が進
んでいると感じます。若い世代は仕事や子育てに追われ、地域に関わる時間や機
会がないと思うが、若い世代も参画できるような組織のあり方を考える必要があ
ると感じます。
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にじゅうはちぺーじ 

ふくしにかんするじょうほうのにゅうしゅほうほうのあんけーとけっか こんかい

ちょうさでかいとうがおおかったじゅんにきさい こうほう かいらんばん しの

ガイド・パンフ テレビ・ラジオ しんぶん かぞく・ゆうじん・ちじん インター

ネット びょういん・ふくしかんけいしせつ しょくば・がっこう しのしせつ み

んせいいいん・じどういいん きんじょのひと しょせき・ざっし そのた 

 

４ しみんアンケートのじゆうきじゅつについて 

しみんアンケートちょうさのなかでしつもんこうもくのほかにひごろかんがえてい

るふくしやちいきのありかたにかんするようぼうやかんがえかたについてのじゆう

きじゅつをもうけ さまざまないけんをいただきました とくにおおかったいけん

についてはいかのとおりです。 

ふくしのさまざまなじょうほうについて ぎょうせいがこうほうしやＳＮＳなどで

せいどのしょうかいとあわせてぐたいてきなじれいをはっしんしてもらえると じ

ぶんごととしてとらえるきかいがふえてせいどへのかんしんがたかまるとおもいま

す 

ぎょうせいでふくしのじょうほうをていきょうしているが まだまだふくしサービ

スをしらないひともいるので せっきょくてきにじょうほうていきょうしてもらい

たいです また かいご・ふくしサービスなどのかくしゅせいどについておしえてく

れるまどぐちがあるとよいとかんじます 

ちょうないかいなどのちいきかつどうでうごいているのはろくじゅうだいいじょう

のこうれいしゃばかりでこうれいかがすすんでいるとかんじます。わかいせだいはし

ごとやこそだてにおわれ ちいきにかかわるじかんやきかいがないとおもうが わ

かいせだいもさんかくできるようなそしきのありかたをかんがえるひつようがある

とかんじます 
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　・令和３年２月 13日に発生した福島県沖地震の翌日、親族の高齢者のもとに民生
委員が訪問してくださり、当人がとても心強く感じたそうです。ありがとうござ
いました。行政が機能していれば民生委員などの役職は必要ないと思っていまし
たが、必要性について身をもって感じました。

　・普段の生活において、地域コミュニティの存在や活動内容の情報が全く入ってこ
ないので、地域住民への周知が必要と感じます。

　・公的システムの拡充には限度があるので、住民一人ひとりの「自助」の意識づけ
が必要と考えます。また、幼少期からの学習環境の中で健康づくりや福祉、地域
での助け合いを学び、高校、大学や社会人のステージでボランティア活動に参加
できるような「互助」を育む環境づくりが大切であると思います。

（２）障がい者関係団体との懇談会

　令和３年 10月 26日（火）に懇談会が実施され、障がい福祉制度及び本計画の骨子
案について意見交換が行われました。
　計画に係る意見については以下のとおりです。

　・郡山市内にも障がい者が多く生活しているが、地域に住んでいる方と触れ合う機
会はほとんど無いように感じる。人と人とが繋がるような事業を取り組んでほし
い。

　・障がいがある人たちに対してみんなで支えて支援していくという時代は終わって
いて、障がいがある人たちが人の手を借りずに進んでいける時代になっていくべ
きと感じる。他の計画も同様だが、障がいがあることによりできない障壁を取り
除き、障がい者自身が自分で進むことのできるやさしいまちづくりの視点を加え
ていただきたい。

　・行政から発出される文書について文書内容を音声コードに入れておいてほしい。
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にじゅうきゅうぺーじ 

れいわ３ねん２がつじゅうさんにちにはっせいしたふくしまけんおきじしんのよく

じつ しんぞくのこうれいしゃのもとにみんせいいいんがほうもんしてくださり 

とうにんがとてもこころづよくかんじたそうです ぎょうせいがきのうしていれば

みんせいいいんなどのやくしょくはひつようないとおもっていましたが ひつよう

せいについてみをもってかんじました 

こうてきシステムのかくじゅうにはげんどがあるので じゅうみんひとりひとりの

じじょのいしきづけがひつようとかんがえます ようしょうきからのがくしゅうか

んきょうのなかでけんこうづくりやふくし ちいきでのたすけあいをまなび こう

こう だいがくやしゃかいじんのステージでボランティアかつどうにさんかできる

ようなごじょをはぐくむかんきょうづくりがたいせつである 

 

２ しょうがいしゃかんけいだんたいとのこんだんかい 

れいわ３ねんじゅうがつにじゅうろくにち かようび にこんだんかいがじっしさ

れ しょうがいふくしせいどおよびだい４きこおりやましちいきふくしけいかくの

こっしあんについていけんこうかんがおこなわれました けいかくにかかるいけん

についてはつぎのとおりです 

しないにも しょうがいしゃがおおくせいかつしているが ちいきにすんでいるか

たとふれあうきかいはほとんどないようにかんじる ひととひととがつながるよう

なじぎょうをとりくんでほしい 

しょうがいがあるひとたちにたいしてみんなでささえてしえんしていくというじだ

いはおわっていて しょうがいがあるひとたちがひとのてをかりずに すすんでい

けるじだいになっていくべきとかんじる しょうがいがあることによりできないし

ょうへきをとりのぞき しょうがいしゃじしんがじぶんですすむことのできるやさ

しいまちづくりのしてんをくわえていただきたい 

ぎょうせいからはっしゅつされるぶんしょについてぶんしょないようをおんせいコ

ードにいれておいてほしい 
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さんじゅうぺーじ 

だい３しょう 

けいかくのきほんりねんときほんもくひょう 
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１　基本理念
　2000（平成 12）年６月の社会福祉事業法から社会福祉法への改正により、地域福
祉の推進を目的として市町村地域福祉計画の策定が法律において定められました。
　社会福祉法の中では、市町村地域福祉計画は地域福祉の推進に関する事項を一体的に
定める計画として規定しています。
　2018（平成 30）年４月１日施行の社会福祉法の一部改正においては、目指すべき
社会として公的な福祉だけではなく、地域の多様な主体が「我が事」として参画し、互
いに支え合う社会を指す地域共生社会が示されました。
　さらに、2021（令和３）年４月１日施行の社会福祉法の一部改正では地域共生社会
の実現のため、「地域生活課題の解決に資する支援が包括的に提供される体制の整備に
関する事項」が市町村地域福祉計画に盛り込むべきとして追加されました。
　本計画では、関係法令の改正を踏まえるとともに、本市で継続的に取り組んでいるセー
フコミュニティ活動による安全・安心な地域づくりの推進、SDGs※６の視点を反映し、
第３期郡山市地域福祉計画に引き続き、「地域共生社会」の実現を目指すため、次のよ
うに基本理念を定めます。

※６SDGs：読みはエスディージーズ。「Sustainable Development Goals（持続可能な開
発目標）」の略称。2015（平成 27）年にニューヨーク国連本部で開催された「国
連持続可能な開発サミット」において採択された 2030年までに持続可能でより
よい世界の実現を目指す国際目標。地球上の “誰一人取り残さない ”社会の実現
を目指し、17のゴール（目標）と 169のターゲット（具体目標）から構成され
ている。

基本理念

「 誰一人取り残されない 
　 安全・安心な地域共生のまち　郡山 」
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さんじゅういちぺーじ 
１ きほんりねん                           
にせんねん６がつのしゃかいふくしじぎょうほうからしゃかいふくしほうへのかい
せいにより ちいきふくしのすいしんをもくてきとしてしちょうそん ちいきふく
しけいかくのさくていがほうりつにおいてさだめられました 
しゃかいふくしほうのなかでは しちょうそん ちいきふくしけいかくはちいきふ
くしのすいしんにかんするじこうをいったいてきにさだめるけいかくとしてきてい
しています 
にせんじゅうはちねん４がつ１にちせこうのしゃかいふくしほうのいちぶかいせい
においては めざすべきしゃかいとしてこうてきなふくしだけではなく ちいきの
たようなしゅたいが わがごと としてさんかくし たがいにささえあうしゃかい
をさすちいききょうせいしゃかいがしめされました 
さらに にせんにじゅういちねん４がつ１にちせこうのしゃかいふくしほうのいち
ぶかいせいではちいききょうせいしゃかいのじつげんのため ちいきせいかつかだ
いのかいけつにしするしえんがほうかつてきにていきょうされるたいせいのせいび
にかんするじこうがしちょうそんちいきふくしけいかくにもりこむべきとしてつい
かされました 
ほんけいかくでは かんけいほうれいのかいせいをふまえるとともに ほんしでけ
いぞくてきにとりくんでいるセーフコミュニティかつどうによるあんぜん・あんしん
なちいきづくりのすいしん エスディージーズのしてんをはんえいし だい３きこ
おりやましちいきふくしけいかくにひきつづき ちいききょうせいしゃかいのじつ
げんをめざすため つぎのようにきほんりねんをさだめます 
きほんりねん 
だれひとりとりのこされない あんぜん・あんしんなちいききょうせいのまち こお
りやま 
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２　基本目標
　基本理念と SDGs の考え方を踏まえ、郡山市まちづくり基本指針に掲げる「分野別
将来構想」とバックキャスト※７の起点となる目指すべき未来を勘案し、以下の基本目
標を掲げます。

（１）人と人とがつながり、誰もが安心して暮らせるまち

　単身世帯の増加や少子高齢化の進行により、既存の地域社会の機能の変化が求めら
れています。
　人と人とがつながり合い、誰もが安心して暮らせるように地域福祉活動を推進する
担い手の育成、活動しやすい体制づくりを進めます。

（２）誰もが互いに支えあい、誰にでもやさしいまち

　ライフスタイルや家族形態の多様化が進む中、地域住民が抱える生活課題は複雑化・
複合化しています。地域の各関係機関と行政がより一層の連携を図り、一人ひとりの
ニーズに合った適切な支援サービスが一体的に提供できる体制整備や包括的な相談支
援体制整備に取り組みます。

（３）誰もが健康で生きいきと暮らせるまち

　人生 100年時代を迎える中、誰もが心身ともに健やかで生きがいをもって暮らす
ための健康づくりの重要性が高まってきています。
　いつまでも自分らしい暮らしができるように健康づくりを進めるほか、病気になっ
ても住み慣れた地域で安心して暮らせるよう体制づくりを進めます。

※７バックキャスト：未来のある時点に目標を設定しておき、そこから振り返って現在すべき
ことを考える方法。
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さんじゅうにぺーじ 
２ きほんもくひょう 
 きほんりねんとエスディージーズのかんがえかたをふまえ こおりやましまちづ
くりきほんししんにかかげるぶんやべつ しょうらいこうそうと バックキャスト
のきてんとなるめざすべきみらいをかんあんし いかのきほんもくひょうをかかげ
ます。 
 
１ ひととひととがつながり だれもがあんしんしてくらせるまち 
たんしんせたいのぞうかやしょうしこうれいかのしんこうにより きぞんのちいき
しゃかいのきのうのへんかがもとめられています。 
ひととひととがつながりあい だれもがあんしんしてくらせるようにちいきふくし
かつどうをすいしんするにないてのいくせい かつどうしやすい たいせいづくり
をすすめます。 
２ だれもがたがいにささえあい だれにでもやさしいまち 
ライフスタイルやかぞくけいたいのたようかがすすむなか ちいきじゅうみんがか
かえるせいかつかだいはふくざつか・ふくごうかしています ちいきのかくかんけい
きかんとぎょうせいがよりいっそうのれんけいをはかり ひとりひとりのニーズに
あった てきせつなしえんサービスが いったいてきに ていきょうできるたいせ
いせいびやほうかつてきなそうだんしえんたいせいせいびにとりくみます 
３ だれもがけんこうでいきいきとくらせるまち 
じんせいひゃくねんじだいをむかえるなか だれもがしんしんともにすこやかでい
きがいをもってくらすためのけんこうづくりのじゅうようせいがたかまってきてい
ます。 
いつまでもじぶんらしいくらしができるようにけんこうづくりをすすめるほか び
ょうきになってもすみなれたちいきで あんしんしてくらせるよう たいせいづく
りをすすめます 
 
ぜんじゅつしたバックキャストとはみらいのあるじてんにもくひょうをせっていし
ておき そこからふりかえってげんざいすべきことをかんがえるほうほうである 
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見守り支援体制
の整備

地域活動への
支援・参加の促進

包括的支援体制
の整備

誰もが互いに支えあい、
誰にでもやさしいまち

人と人とがつながり、
誰もが安心して
暮らせるまち

誰もが健康で
生きいきと暮らせるまち

地域福祉の
担い手の育成

関係機関との
連携体制の強化

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進

セーフコミュニティ活動の推進

権利擁護・虐待防止への支援

感染症への対策

災害に強い体制づくり

３　計画の体系　　
　基本理念及び基本目標の実現に向けて、以下の計画体系とします。
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さんじゅうさんぺーじ 
３ けいかくのたいけい                          
きほんりねんおよびきほんもくひょうのじつげんにむけて いかのけいかくたいけ
いとします きほんりねんのしたにきほんもくひょう ３こうもくをせっていして
います きほんもくひょうのしたにじゅうてんせさく ５こうもくをせっていし 
すべてのじゅうてんせさくをとりくむうえでじゅうしすべき おうだんてきとりく
みをせっていしています 
 
きほんりねん だれひとりとりのこされない あんぜん・あんしんなちいききょうせ
いのまち こおりやま  
きほんもくひょう１ ひととひととがつながり だれもがあんしんして くらせる
まち  
きほんもくひょう２ だれもがたがいにささえあい だれにでもやさしいまち 
きほんもくひょう３ だれもがけんこうで いきいきとくらせるまち 
じゅうてんせさく１ ちいきふくしのにないてのいくせい 
じゅうてんせさく２ ちいきかつどうへのしえん・さんかのそくしん 
じゅうてんせさく３ みまもりしえんたいせいのせいび 
じゅうてんせさく４ ほうかつてきしえんたいせいのせいび 
じゅうてんせさく５ かんけいきかんとのれんけいたいせいのきょうか 
おうだんてきとりくみ１ けんりようご・ぎゃくたいぼうしへのしえん 
おうだんてきとりくみ２ さいがいにつよい たいせいづくり 
おうだんてきとりくみ３ セーフコミュニティかつどうのすいしん 
おうだんてきとりくみ４ かんせんしょうへのたいさく 
おうだんてきとりくみ５ デジタルトランスフォーメーションのすいしん 
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さんじゅうよんぺーじ 
だい４しょう じゅうてんせさくのてんかい 
たいおうするエスディージーズのもくひょう 
もくひょう１ ひんこんをなくそう 
もくひょう２ きがをゼロに 
もくひょう３ すべてのひとにけんこうとふくしを 
もくひょう４ しつのたかいきょういくをみんなに 
もくひょう５ ジェンダーびょうどうをじつげんしよう 
もくひょう８ はたらきがいもけいざいせいちょうも 
もくひょうじゅう ひとやくにのふびょうどうをなくそう 
もくひょうじゅういち すみつづけられるまちづくりを 
もくひょうじゅうに つくるせきにん つかうせきにん 
もくひょうじゅうさん きこうへんどうにぐたいてきなたいさくを 
もくひょうじゅうろく へいわとこうせいをすべてのひとに 
もくひょうじゅうしち パートナーシップでもくひょうをたっせいしよう 
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取　組　内　容

住 民 の 役 割 ・町内会への加入や民生委員・児童委員、町内会役員などを引き受
けます。

地 域 の 役 割 ・町内会未加入世帯への加入や地域行事への参加について呼びかけ
ます。

事業者の役割

・ボランティア登録（個人・団体）を行い、登録者に対して情報提
供等の支援を行います。【社会福祉協議会】
・地域を対象とした地域福祉活動やボランティア活動に関する出前
講座を実施します。【社会福祉協議会】

行 政 の 役 割

・民生委員・児童委員等の活動を支援します。
・民生委員・児童委員等になられた方に対して研修を行います。
・市民活動団体への人材育成や支援を行います。
主な関連事業
・協働のまちづくり推進事業
・保健・福祉フェスティバル開催事業
・民生児童委員協議会連合会育成事業
・長寿社会対策推進事業　など

１　重点施策の展開

　

　地域に暮らす住民、地域団体、社会福祉協議会をはじめとした福祉事業者、市などが
協働しながら支え合う地域共生社会を実現するため、地域のあらゆる住民が役割を持ち、
担い手となることが地域づくりの基盤となります。
　地域福祉を推進する上で、自助力・互助力を高めていくことは必要不可欠であり、担
い手の継続的な育成が必要となることから、地域住民に対し、民生委員・児童委員をは
じめとした地域福祉活動の担い手に係る情報の発信や研修の実施により、新たな地域福
祉活動の担い手の確保に取り組みます。

重点施策１　地域福祉の担い手の育成
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さんじゅうごぺーじ 
１ じゅうてんせさくのてんかい 
じゅうてんせさく１ ちいきふくしのにないてのいくせい 
ちいきにくらすじゅうみん ちいきだんたい しゃかいふくしきょうぎかいをはじ
めとしたふくしじぎょうしゃ しなどがきょうどうしながらささえあうちいききょ
うせいしゃかいをじつげんするため ちいきのあらゆるじゅうみんがやくわりをも
ち にないてとなることがちいきづくりのきばんとなります 
ちいきふくしをすいしんするうえで じじょりょく ごじょりょくをたかめていく
ことはひつようふかけつであり にないてのけいぞくてきないくせいがひつようと
なることから ちいきじゅうみんにたいし みんせいいいんじどういいんをはじめ
としたちいきふくしかつどうのにないてにかかるじょうほうのはっしんやけんしゅ
うのじっしにより あらたなちいきふくしかつどうのにないてのかくほにとりくみ
ます 
 
じゅうみんのやくわり ちょうないかいへのかにゅうやみんせいいいんじどういい
ん ちょうないかいやくいんなどをひきうけます 
ちいきのやくわり ちょうないかいみかにゅうせたいへのかにゅうやちいきぎょう
じへのさんかについてよびかけます 
じぎょうしゃのやくわり ボランティアとうろくをおこない 
とうろくしゃにたいしてじょうほうていきょうなどのしえんをおこないます ちい
きをたいしょうとしたちいきふくしかつどうやボランティアかつどうにかんする 
でまえこうざをじっしします ぎょうせいのやくわり みんせいいいんじどういい
んなどのかつどうをしえんします みんせいいいんじどういいんなどになられたか
たにたいしてけんしゅうをおこないます しみんかつどうだんたいへのじんざいい
くせいやしえんをおこないます おもなかんれんじぎょう きょうどうのまちづく
りすいしんじぎょう ほけんふくしフェスティバルかいさいじぎょう みんせいじ
どういいんきょうぎかいれんごうかいいくせいじぎょう ちょうじゅしゃかいたい
さくすいしんじぎょう など 
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市 民 の 役 割
・町内会やボランティアなどの活動内容を理解します。
・町内会やボランティアなどの活動に参加します。

地 域 の 役 割
・地域行事について広報し、住民へ周知します。
・地域活動を企画・実施します。

事業者の役割

・地区社会福祉協議会の区域単位に第２層協議体を設置し、地域内
の事業者、NPO、ボランティア、住民などで情報共有や地域課題
の解決に向けた話し合いを行います。【社会福祉協議会】
・様々な専門性を生かし、地域行事に参加します。

行 政 の 役 割

・社会福祉協議会、地域団体等への事業を支援します。
・地域活動の情報を発信します。
主な関連事業
・町内会活動促進事業
・保護司会補助事業
・（福）郡山市社会福祉協議会補助事業
・障がい者福祉団体育成事業
・私立保育園運営費補助事業
・明るいまちづくり事業　など

  

　地区社会福祉協議会や地域団体は、地域において自助・互助機能を発揮するために必
要不可欠な存在です。
　地域には、町内会やボランティアなど様々な地域資源がありますが、地域団体とのつ
ながりをつくることは地域の現状、動向や地域課題を我が事として受け止め、地域単位
で目指す将来像に向けて取組を行うためには重要となります。また、市が地区社会福祉
協議会や地域団体とつながることで、地域ニーズに合った支援にもつながります。
　地域の自助力や互助力を後押しするために地域活動の情報発信や地域団体への支援に
取り組みます。

重点施策２　地域活動への支援・参加の促進
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さんじゅうろくぺーじ 
じゅうてんせさく２ ちいきかつどうへのしえんさんかのそくしん 
ちいきには ちょうないかいやボランティアなどさまざまなちいきしげんがあり

ますが ちいきだんたいとのつながりをつくることはちいきのげんじょう どうこ
うやちいきかだいをわがごととしてうけとめ ちいきたんいでめざすしょうらいぞ
うにむけてとりくみをおこなうためにはじゅうようとなります また しが ちく
しゃかいふくしきょうぎかいや ちいきだんたいとつながることで ちいきニーズ
にあったしえんにもつながります ちいきのじじょりょくやごじょりょくをあとお
しするために ちいきかつどうのじょうほうはっしんやちいきだんたいへのしえん
にとりくみます 
しみんのやくわり ちょうないかいやボランティアなどのかつどうないようをりか
いします ちょうないかいやボランティアなどのかつどうにさんかします 
ちいきのやくわり ちいきぎょうじについてこうほうし じゅうみんへしゅうちし
ます ちいきかつどうをきかくじっしします 
じぎょうしゃのやくわり ちくしゃかいふくしきょうぎかいのくいきたんいにだい
２そうきょうぎたいをせっちし ちいきないのじぎょうしゃ ＮＰＯ ボランティ
ア じゅうみんなどでじょうほうきょうゆうや ちいきかだいのかいけつにむけた
はなしあいをおこないます さまざまなせんもんせいをいかし ちいきぎょうじに
さんかします 
ぎょうせいのやくわり しゃかいふくしきょうぎかい ちいきだんたいなどへのじ
ぎょうをしえんします ちいきかつどうのじょうほうをはっしんします おもなか
んれんじぎょう ちょうないかいかつどうそくしんじぎょう ほごしかいほじょじ
ぎょう しゃかいふくしほうじんこおりやまししゃかいふくしきょうぎかいほじょ
じぎょう しょうがいしゃふくしだんたいいくせいじぎょう しりつほいくえんう
んえいひほじょじぎょう あかるいまちづくりじぎょう など 
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市 民 の 役 割

・地域の支援を要する人の情報を行政や民生委員・児童委員などに
報告します。
・日常生活におけるあいさつや地域の行事などに参加することによ
り、地域の方とのつながりを形成します。
・避難行動要支援者避難支援制度への登録申請を行います。

地 域 の 役 割 ・民生委員・児童委員が地域の見守り活動の実施及び困りごとの相
談を受け付けます。

事業者の役割

・地域による見守り活動を支援します。【社会福祉協議会】
・地域の集いの場への参加が難しい高齢者等に対して訪問による見
守り活動を実施します。【社会福祉協議会】
・市や県の見守り事業に登録し、日常業務の中での見守り・早期対
応に向けた連絡を行います。

行 政 の 役 割

・避難行動要支援者避難支援制度の制度対象者に対して、周知及び
登録勧奨を行います。
・避難行動要支援者避難支援制度の登録者名簿を作成し、関係機関
及び地域に提供して情報共有を図ります。
主な関連事業
・避難行動要支援者避難支援体制管理事業　など

  

　近年、地震や台風に係る災害が発生する機会が増えてきていることから、自力で迅速
な避難行動をとることが困難な方（避難行動要支援者）に対する災害時における支援の
必要性が高まっています。また、災害時のみならず、日常生活においても要支援者の異
変にいち早く気付くため、地域における見守りなどの住民による互助活動のさらなる充
実も求められています。
　今後も住民、地域、事業者、市が連携し、地域活動の中で防災の意識を高めつつ、要
支援者に関する日頃からの情報共有やそれぞれの地域に合わせた支援体制の整備を進め
ます。

重点施策３　見守り支援体制の整備
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さんじゅうななペーじ 
じゅうてんせさく３ みまもりしえんたいせいのせいび 
さいがいじのみならず にちじょうせいかつにおいてもようしえんしゃのいへんに
いちはやくきづくため ちいきにおけるみまもりなどのじゅうみんによるごじょか
つどうのさらなるじゅうじつももとめられています こんごもじゅうみん ちいき 
じぎょうしゃ しがれんけいし ちいきかつどうのなかでぼうさいのいしきをたか
めつつ ようしえんしゃにかんするひごろからのじょうほうきょうゆうやそれぞれ
のちいきにあわせたしえんたいせいのせいびをすすめます 
しみんのやくわり ちいきのしえんをようするひとのじょうほうを ぎょうせいや
みんせいいいん・じどういいんなどにほうこくします にちじょうせいかつにおけ
るあいさつやちいきのぎょうじなどにさんかすることにより ちいきのかたとのつ
ながりをけいせいします ひなんこうどうようしえんしゃひなんしえんせいどへの
とうろくしんせいをおこないます 
ちいきのやくわり みんせいいいん・じどういいんがちいきのみまもりかつどうの
じっしおよびこまりごとのそうだんをうけつけます 
じぎょうしゃのやくわり ちいきによるみまもりかつどうをしえんします ちいき
のつどいのばへのさんかがむずかしいこうれいしゃとうにたいして ほうもんによ
るみまもりかつどうをじっしします しやけんのみまもりじぎょうにとうろくし 
にちじょうぎょうむのなかでのみまもり・そうきたいおうにむけたれんらくをおこ
ないます 
ぎょうせいのやくわり ひなんこうどうようしえんしゃひなんしえんせいどのせい
どたいしょうしゃにたいして しゅうちおよびとうろくかんしょうをおこないます 
ひなんこうどうようしえんしゃひなんしえんせいどのとうろくしゃめいぼをさくせ
いし かんけいきかんおよびちいきに ていきょうして じょうほうきょうゆうを
はかります 
おもなかんれんじぎょう ひなんこうどうようしえんしゃひなんしえんたいせいか
んりじぎょう 
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取　組　内　容

市 民 の 役 割 ・抱えている地域生活課題について、行政、相談支援機関、民生委
員・児童委員などに相談します。

地 域 の 役 割 ・地域での生活課題を抱えているケースの情報を各相談支援機関や
行政につなぎます。

事業者の役割 ・福祉関係事業者の相談支援機能を地域に提供するとともに、行政
と連携することにより相談機能の充実を図ります。

行 政 の 役 割

・市内にある相談窓口の周知及び利用の促進を図ります。
・相談支援機関と関係機関と行政の連携を深め、多様な生活課題に
対応できる包括的な相談支援体制を整備します。
主な関連事業
・消費者行政推進事業
・母子保健推進活動事業
・ＬＩＮＥ子ども・子育て相談事業
・生活困窮者自立支援事業
・福祉まるごと支援事業
・包括的支援事業【介護保険】
・障がい者相談支援事業
・精神障がい者相談支援事業
・精神障がい者地域生活支援体制整備事業　など

  

　少子高齢化の進行やライフスタイルの多様化による社会構造の変化を背景として、複
数の制度や分野にわたる複合化・複雑化した地域生活課題の解決に係るニーズは高まっ
てきています。
　複合化・複雑化した地域生活課題の解決には、既存の「縦割り」による分野ごとのア
プローチではなく、分野をまたぐ包括的な相談支援体制が必要不可欠です。
　それぞれに内容が異なる課題に的確に対応するため、各制度の相談支援機関を総合的
にコーディネートして１つのチームを構成することにより、複合化・複雑化した地域生
活課題をワンストップで受け止める包括的支援体制の整備を進めます。

重点施策４　包括的支援体制の整備
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さんじゅうはちぺーじ 
じゅうてんせさく４ ほうかつてきしえんたいせいのせいび 
しょうしこうれいかのしんこうやライフスタイルのたようかによるしゃかいこうぞ
うのへんかをはいけいとしてふくすうのせいどやぶんやにわたるふくごうかふくざ
つかしたちいきせいかつかだいのかいけつにかかるニーズはたかまってきています 
ふくごうか・ふくざつかしたちいきせいかつかだいのかいけつには きぞんのたて
わりによるぶんやごとのアプローチではなく ぶんやをまたぐほうかつてきなそう
だんしえんたいせいがひつようふかけつです それぞれにないようがことなるかだ
いにてきかくにたいおうするため かくせいどのそうだんしえんきかんをそうごう
てきにコーディネートしてひとつのチームをこうせいすることにより ふくごう
か・ふくざつかしたちいきせいかつかだいを ワンストップでうけとめるほうかつ
てきしえんたいせいのせいびをすすめます 
しみんのやくわり かかえているちいきせいかつかだいについて ぎょうせい そ
うだんしえんきかん みんせいいいんじどういいんなどにそうだんします 
ちいきのやくわり ちいきでのせいかつかだいをかかえているケースのじょうほう
を かくそうだんしえんきかんやぎょうせいにつなぎます 
じぎょうしゃのやくわり ふくしかんけいじぎょうしゃのそうだんしえんきのうを
ちいきに ていきょうするとともに ぎょうせいとれんけいすることにより そう
だんきのうのじゅうじつをはかります 
ぎょうせいのやくわり しないにあるそうだんまどぐちのしゅうちおよびりようの
そくしんをはかります そうだんしえんきかんとかんけいきかんとぎょうせいのれ
んけいをふかめ たようなせいかつかだいにたいおうできるほうかつてきなそうだ
んしえんたいせいをせいびします おもなかんれんじぎょう ラインこどもこそだ
てそうだんじぎょう ふくしまるごとしえんじぎょう ほうかつてきしえんじぎょ
う しょうがいしゃそうだんしえんじぎょう など 
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取　組　内　容

市 民 の 役 割 ・社会福祉協議会、福祉サービス事業者、ボランティア団体、地域
活動団体などの活動への理解を深め、活動に参加します。

地 域 の 役 割 ・地域で潜在化している問題ケースの情報を各相談支援機関や行政
につなぎます。

事業者の役割

・ボランティア団体や地域活動団体との交流会を行い、意見・情報
交換を実施することで新たなつながりを構築します。【社会福祉
協議会】
・社会福祉協議会、福祉サービス事業者、ボランティア団体、地域
活動団体などの様々な主体が連携して事業を実施することによ
り、地域福祉活動の充実を図ります。

行 政 の 役 割

・社会福祉協議会、福祉サービス事業者、ボランティア団体、地域
活動団体などの様々な主体と連携した事業を推進することによ
り、事業効果の向上を図ります。
主な関連事業
・町内会長等と市長との懇談会事業
・被保護者就労支援事業
・生活支援体制整備事業【介護保険】　など

  

　市、社会福祉協議会、福祉サービス事業者が様々な活動を展開していますが、制度の
狭間の問題や対象者の社会からの孤立により支援が十分に行き届かないケースが生じて
きています。
　民生委員・児童委員などの地域の見守り訪問などによる問題ケースの掘り起こしやサ
ポートを必要とする住民に行き渡るような支援の実施が求められることから、地域福祉
推進の中核である社会福祉協議会、福祉サービス事業者、ボランティア団体、地域活動
団体との連携を強化し、互助、共助、公助がより効果的に機能するための体制づくりを
進めます。

重点施策５　関係機関との連携体制の強化
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さんじゅうきゅうぺーじ 
じゅうてんせさく５ かんけいきかんとのれんけいたいせいのきょうか 
し、しゃかいふくしきょうぎかい ふくしサービスじぎょうしゃがさまざまなかつ
どうをてんかいしていますが せいどのはざまのもんだいやたいしょうしゃのしゃ
かいからのこりつにより しえんがじゅうぶんにいきとどかないケースがしょうじ
てきています みんせいいいん・じどういいんなどのちいきのみまもりほうもんな
どによるもんだいケースのほりおこしやサポートをひつようとするじゅうみんにゆ
きわたるようなしえんのじっしがもとめられることから ちいきふくしすいしんの
ちゅうかくであるしゃかいふくしきょうぎかい ふくしサービスじぎょうしゃ ボ
ランティアだんたい ちいきかつどうだんたいとのれんけいをきょうかし ごじょ 
きょうじょ こうじょがよりこうかてきにきのうするためのたいせいづくりをすす
めます 
しみんのやくわり しゃかいふくしきょうぎかい ふくしサービスじぎょうしゃ 
ボランティアだんたい ちいきかつどうだんたいなどのかつどうへのりかいをふか
め かつどうにさんかします 
ちいきのやくわり ちいきでせんざいかしているもんだいケースのじょうほうを 
そうだんしえんきかんやぎょうせいにつなぎます 
じぎょうしゃのやくわり ボランティアだんたいやちいきかつどうだんたいとのこ
うりゅうかいをおこない いけんじょうほうこうかんをじっしすることであらたな
つながりをこうちくします  
ぎょうせいのやくわり しゃかいふくしきょうぎかい ふくしサービスじぎょうし
ゃ ボランティアだんたい ちいきかつどうだんたいなどのさまざまなしゅたいと
れんけいしたじぎょうをすいしんすることにより じぎょうこうかのこうじょうを
はかります おもなかんれんじぎょう ちょうないかいちょうとうとしちょうとの
こんだんかいじぎょう ひほごしゃしゅうろうしえんじぎょう せいかつしえんた
いせいせいびじぎょう など 
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２　関連事業一覧

No 基本
目標 事業名 事業概要 SDGs 担当部課

1

Ⅰ

人
と
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と
が
つ
な
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り
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

ウェブ等情報発
信事業

市ウェブサイトによる市政情報の効果的な発信に努
めるとともに、利用者の満足度を高めるため、検索
の利便性向上を図ります。

16.6
16.10

政策開発部
広聴広報課

2 こおりやまリ
サーチ事業

行政サービスの改善のため、市民提案制度をはじ
め、まちづくりネットモニターや市民意見レーダー
等、様々な手法を通した広聴事業を総合的に展開し
ます。

16.6
16.10

政策開発部
広聴広報課

3
こおりやまイン
フォメーション
事業

広報こおりやま等を活用した広報事業を展開しま
す。

16.6
16.10

政策開発部
広聴広報課

4 メディア広報事
業

市政への理解と関心を高めるため、テレビ、ラジ
オ、新聞、ＳＮＳ等を効果的に活用した市政広報を
行います。

16.6
16.10

政策開発部
広聴広報課

5 地域集会所補助
事業

地域活動の拠点となる集会所に対して、整備費等の
一部を助成します。

13.1
17.17

市民部
市民・ＮＰＯ
活動推進課

6 町内会活動促進
事業

住民自治組織の健全な育成と連携強化を図るため、
郡山市自治会連合会に対し運営費を助成します。新
規町内会加入者に対し抽選で郡山市特産品が当たる
プレゼントキャンペーンの実施や、自治会ウェブサ
イトによる情報発信など、町内会、不動産団体及び
市が連携を図りながら効果的な町内会加入率向上を
図ります。

17.2
市民部

市民・ＮＰＯ
活動推進課

7
町内会長等と市
長との懇談会事
業

市民の意見を広く市政に反映させ、協働のまちづく
りを推進するため、市政情報を発信するとともに各
地域における様々な課題解決へ向けた活動事例の発
表や情報共有、意見交換を行う場として、町内会長
や各種団体等の代表者と市長との懇談会を開催しま
す。

17.2
市民部

市民・ＮＰＯ
活動推進課

8 協働のまちづく
り推進事業

「第二次郡山市協働推進基本計画」に基づく施策と
して、市民活動サポートセンターの運営、市民活動
団体への活動費補助、市民活動団体等の表彰など、
協働に関わる人材育成や支援を行い、協働のまちづ
くりの推進を図ります。

17.2
市民部

市民・ＮＰＯ
活動推進課

9
消費者行政推進
事業（経常事
業）

情報化や高齢化に伴い、なりすまし詐欺やインター
ネットトラブル等消費者の相談内容が複雑化してい
ることから、相談体制の一層の強化と消費者への啓
発活動を行っていきます。

4.7
10.2
12.8

市民部
セーフコミュ
ニティ課

　本計画は、「郡山市まちづくり基本指針（あすまちこおりやま）」の保健福祉に関連す
る分野の部門別計画であることから、「郡山市まちづくり基本指針（あすまちこおりや
ま）」の行政計画である第５次実施計画（2022（令和４）年度～ 2025（令和７）年度）
の保健福祉分野の事務事業等を関連事業に設定します。
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よんじゅうぺーじ 
２ かんれんじぎょういちらん 
ほんけいかくは こおりやましまちづくりきほんししん（あすまちこおりやま）のほ
けんふくしにかんれんするぶんやの ぶもんべつけいかくであることから こおり
やましまちづくりきほんししん（あすまちこおりやま）」のぎょうせいけいかくであ
るだい５じじっしけいかく（けいかくきかんがにせんにじゅうにねんどからにせんに
じゅうごねんど）のほけんふくしぶんやのじむじぎょうとうをかんれんじぎょうにせ
っていします 
ばんごうじゅんにじぎょうめいとたんとうかをきさい 
１ ウェブとう じょうほうはっしんじぎょう せいさくかいはつぶこうちょうこ
うほうか 
２こおりやまリサーチじぎょう せいさくかいはつぶこうちょうこうほうか 
３ こおりやまインフォメーションじぎょう せいさくかいはつぶこうちょうこう
ほうか 
４ メディアこうほうじぎょう せいさくかいはつぶこうちょうこうほうか 
５ ちいきしゅうかいじょほじょじぎょう しみんぶしみんＮＰＯかつどうすいし
んか 
６ ちょうないかいかつどうそくしんじぎょう しみんぶしみんＮＰＯかつどうす
いしんか 
７ ちょうないかいちょうとうとしちょうとのこんだんかいじぎょう しみんぶし
みんＮＰＯかつどうすいしんか 
８ きょうどうのまちづくりすいしんじぎょう しみんぶしみんＮＰＯかつどうす
いしんか 
９ しょうひしゃぎょうせいすいしんじぎょう（けいじょうじぎょう） しみんぶセ
ーフコミュニティか 
９ しょうひしゃぎょうせいすいしんじぎょうについては けいじょうじぎょう（じ
ぎょうしゅしをかんがみ せいかにかかわらずけいぞくするじぎょう）であるため 
だい５じじっしけいかくにはけいさいしていませんが くにのかんけいつうちにお
いて じゅうそうてきしえんたいせいせいびじぎょうと しょうひしゃあんぜんか
くほちいききょうぎかいせいどとのれんけいがもとめられていることから かんれ
んじぎょうとしてせっていします 
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町内会ＤＸ推進
事業【新規】

スマートフォンで使用できる連絡ツールアプリケー
ションを町内会や地区町内会連合会に試験的に導入
し、運営や活動への課題の抽出や効果を検証しま
す。

17.17
市民部

市民・ＮＰＯ
活動推進課

11 明るいまちづく
り事業

地域の連帯意識を醸成するため、明るいまちづくり
推進委員会協議会への活動支援や、花いっぱい運動
の推進、ココナビこおりやまの活用促進を図りま
す。

17.2 教育総務部
生涯学習課

12 認可保育所等整
備補助事業

保育環境の向上のため、計画的に民間認可保育所等
の設置を図ります。 4.2 こども部

こども政策課

13 子育て環境整備
促進事業

【ウェルカム赤ちゃん事業】
子育て世帯を支援するとともに、未来を担う子ども
たちの健やかな成長を願い、新生児に記念品を贈り
ます。
【赤ちゃんニコニコステーション事業】
授乳やおむつ替えができる施設・キッズスペースが
ある施設の情報提供を行い、外出しやすい環境づく
りに努めます。

4.2 こども部
こども政策課

14 結婚新生活支援
事業

少子化対策の推進を図るため、経済的な理由により
婚姻に踏み切れない男女に対し、結婚に伴う新生活
のスタートアップに係る費用（住居費、引越費用）
について経済的支援を行います。

4.2 こども部
こども政策課

15
Withコロナ婚
活支援事業
【新規】

コロナ禍で「出会いの場」が制限されている若者の
婚活を応援するため、県のオンライン型のマッチン
グシステム「はぴ福なび」の入会登録料（1万円）
の半額を補助します。

3.7 こども部
こども政策課

16
ファミリーサ
ポートセンター
事業

地域における子育てサポート体制の整備を図るた
め、地域のネットワークの充実を図りながら取り組
み、会員同士の相互援助活動を進めます。

17.2
こども部
こども家庭
支援課

17 母子保健推進活
動事業

安心して子どもを生み、育てることができる環境を
つくるため、育児不安を軽減するための教室の開催
や相談事業、訪問指導、子育て支援アプリ事業等を
実施します。

3.1
3.2

こども部
こども家庭
支援課

18 母子健康教育事
業

児童、生徒が生命の大切さを実感できるよう、発達
段階に応じた思春期保健講座を開催します。 3.7

こども部
こども家庭
支援課

19
こども総合支援
センター「ニコ
ニコこども館」
事業

「ニコニコこども館」において、子育ての相談、親
子のふれあい、親同士子ども同士の交流を図るた
め、様々な事業を実施し、総合的な子育て支援を図
ります。

4.2
こども部
こども家庭
支援課

20 児童虐待防止啓
発事業

児童虐待の未然防止及び早期発見、早期対応を推進
するために、啓発活動等を進めます。 16.2

こども部
こども家庭
支援課

21 母子自立支援事
業

母子家庭等の母親等の自立を促進するため、就業相
談やハローワークと連携した就業活動支援を行うと
ともに、求職活動の促進及び就業に必要な知識、技
能習得を容易にするため給付金を支給します。

1.2
5.b
8.8

こども部
こども家庭
支援課
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よんじゅういちぺーじ 
じゅう ちょうないかいディーエックスすいしんじぎょう（しんき） しみんぶしみ
んＮＰＯかつどうすいしんか 
じゅういち あかるいまちづくりじぎょう きょういくそうむぶしょうがいがくし
ゅうか 
じゅうに にんかほいくじょとうせいびほじょじぎょう こどもぶこどもせいさく
か 
じゅうさん こそだてかんきょうせいびそくしんじぎょう こどもぶこどもせいさ
くか 
じゅうし けっこんしんせいかつしえんじぎょう こどもぶこどもせいさくか 
じゅうご ウィズコロナこんかつしえんじぎょう（しんき） こどもぶこどもせいさ
くか 
じゅうろく ファミリーサポートセンターじぎょう こどもぶこどもかていしえん
か 
じゅうなな ぼしほけんすいしんかつどうじぎょう こどもぶこどもかていしえん
か 
じゅうはち ぼしけんこうきょういくじぎょう こどもぶこどもかていしえんか 
じゅうきゅう こどもそうごうしえんせんたーニコニコこどもかんじぎょう こど
もぶこどもかていしえんか 
にじゅう じどうぎゃくたいぼうしけいはつじぎょう こどもぶこどもかていしえ
んか 
にじゅういち ぼしじりつしえんじぎょう こどもぶこどもかていしえんか  
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養育支援訪問事
業

出産後１年以内の家庭における母親の育児や家事の
負担を軽減し、心身の健康と安心して子育てできる
環境整備を図るため、ホームヘルパーの派遣を行う
ほか、育児支援が必要な家庭に助産師や保健師等を
派遣し、育児不安の解消、助言・指導を行います。

3.2
こども部
こども家庭
支援課

23 こども医療助成
事業

子どもの健康増進と保護者の負担軽減を図るため、
出生から18歳までの医療費を助成します。 3.2

こども部
こども家庭
支援課

24 妊産婦健康診査
事業

妊産婦の健康保持増進を図るため、妊産婦健康診査
の助成を行い、より安全に妊娠・出産に取り組める
環境を整備します。また新生児聴覚検査の費用の一
部を助成します。

3.1
こども部
こども家庭
支援課

25 産後ケア事業
妊娠期から切れ目のない子育て支援の充実を図るた
め、産院を退院し心身ともに不安定になりやすい時
期に産後ケア事業（ショートステイ・デイケア）を
行い母体回復や育児不安の軽減を図ります。

3.1
3.2

こども部
こども家庭
支援課

26 幼児肥満予防対
策事業

幼児期の肥満を予防するため、１歳６か月・３歳児
健診等の機会を通じて正しい食習慣についての知識
の普及啓発を図るとともに肥満傾向にある児と保護
者を対象に個別での相談を実施します。

3.2
こども部
こども家庭
支援課

27 幼児歯科保健事
業

１歳６か月児健診や３歳児健診において、むし歯有
病者率が高い現状にあるため、幼児期のむし歯予防
に向けた各種事業を行います。

3.2
こども部
こども家庭
支援課

28
子育て世代包括
支援センター事
業

妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援を行う
ため、専門のコーディネーターを配置し、妊産婦及
び乳幼児の健康の保持増進に関する包括的な支援を
行います。

3.1
3.2

こども部
こども家庭
支援課

29
ＬＩＮＥ子ど
も・子育て相談
事業

子育てに悩みを抱える保護者等や子ども本人からの
相談に対して、コミュニケーションツールとして多
くの市民が利用しているＬＩＮＥを活用した相談業
務を行います。

3.2
こども部
こども家庭
支援課

30 子育て短期支援
事業

保護者の疾病その他の理由により、家庭において児
童を養育することが一時的に困難となった場合及び
経済的な理由により緊急一時的に母子を保護するこ
とが必要な場合、保護を行うことができる施設にお
いて、養育・保護を行います。

16.2
こども部
こども家庭
支援課

31 延長保育事業
就労形態の多様化により、保育標準時間認定（11
時間）又は保育短時間認定（８時間）を超える就労
に対応する延長保育サービスを実施します。

4.2 こども部
保育課

32 私立保育園運営
費補助事業

認可外保育施設に入所している乳幼児の良好な保育
環境を確保するため、特定非営利活動法人郡山市私
立保育園連絡協議会に対して助成を行います。

4.2 こども部
保育課

33 一時預かり事業
急な用事や育児負担の軽減など、子育て家庭の様々
なニーズに合せて、保育所及びニコニコこども館、
幼稚園等における一時預かりの保育を実施します。

4.2 こども部
保育課
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よんじゅうにぺーじ 
にじゅうに よういくしえんほうもんじぎょう こどもぶこどもかていしえんか 
にじゅうさん こどもいりょうじょせいじぎょう こどもぶこどもかていしえんか 
にじゅうし にんさんぷけんこうしんさじぎょう こどもぶこどもかていしえんか 
にじゅうご さんごケアじぎょう こどもぶこどもかていしえんか  
にじゅうろく ようじひまんよぼうたいさくじぎょう こどもぶこどもかていしえ
んか 
にじゅうなな ようじしかほけんじぎょう こどもぶこどもかていしえんか 
にじゅうはち こそだてせだいほうかつしえんセンターじぎょう こどもぶこども
かていしえんか  
にじゅうきゅう ラインこどもこそだてそうだんじぎょう こどもぶこどもかてい
しえんか  
さんじゅう こそだてたんきしえんじぎょう こどもぶこどもかていしえんか  
さんじゅういち えんちょうほいくじぎょう こどもぶほいくか 
さんじゅうに しりつほいくえんうんえいひほじょじぎょう こどもぶほいくか 
さんじゅうさん いちじあずかりじぎょう こどもぶほいくか 
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保育所地域ふ
れあい事業

地域住民との交流や地域文化の伝承活動等をとおし
て地域に開かれた保育所運営を図ります。 4.2 こども部

保育課

35 病児・病後児保
育事業

就労環境の整備と保護者負担の軽減を図るため、病
気中で保育所等に通所できない小学校６年生までの
児童の一時預かりを実施します。

4.2 こども部
保育課

36 特定教育・保育
施設等補助事業

認定こども園、保育所等の研修費等の一部を補助す
ることにより、安定した保育所の運営を図ります。 4.2 こども部

保育課

37
多子世帯保育料
軽減事業（認可
外保育施設）

多子世帯の経済的負担の軽減を図るため、18歳未
満の児童が２人以上いる世帯の第２子以降を対象
に、認可外保育施設の保育料の一部を助成します。

4.2 こども部
保育課

38
幼稚園・保育所
等児童カウンセ
リング事業

臨床心理士が助言と指導を行なうことによって、発
達障がい児等の保護者や保育士の悩みや不安の解消
を図り、児童の健やかな発達を促します。

4.2 こども部
保育課

39 認可外保育施設
支援事業

認可外保育施設入所児童の保育環境充実のため、絵
本贈呈を行います。事業所内保育施設を対象に、児
童の運動機能強化を図るため、屋内遊具等を配布し
ます。

4.2 こども部
保育課

40
保育士・保育所
支援センター事
業

保育士等の保育人材を安定的に確保するため、潜在
保育士の掘り起こしや就労相談、再就職支援研修
会、保育人材確保に係る補助事業を実施します。

4.2 こども部
保育課

41
幼稚園・保育所
等保育料・無料
化・軽減等事業

子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、第一子
児童に係る保育料の無料化・軽減等を実施します。 4.2 こども部

保育課

42 新規参入事業者
巡回支援事業

認可保育所等を新たに設置した事業者を巡回し、運
営等に対する支援を行います。 4.2 こども部

保育課

43 保育所ＤＸ推進
事業

保育業務のＩＣＴ化により、保育士の負担を軽減す
るとともに、より安全な保育環境を整備します。ま
た、保護者の利便性の向上を図ります。

4.2 こども部
保育課

44 医療的ケア児保
育支援事業

保育所等に看護師等を配置し、保育の認定を受けた
医療的ケア児（日常生活を営むために医療を必要と
する状態にある児童）の保育を行います。

4.2 こども部
保育課

45 幼保小連携推進
事業

幼児の生活や発達の連続性を踏まえ、就学前後の円
滑な接続を図るため、幼稚園・保育所・保育園・認
定こども園・小学校の連携強化を推進します。

4.2
学校教育部
総合教育支援
センター
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よんじゅうさんぺーじ 
さんじゅうし ほいくしょちいきふれあいじぎょう こどもぶほいくか 
さんじゅうご びょうじびょうごじほいくじぎょう こどもぶほいくか 
さんじゅうろく とくていきょういくほいくしせつとうほじょじぎょう こどもぶ
ほいくか 
さんじゅうなな たしせたいほいくりょうけいげんじぎょう（にんかがいほいくし
せつ） こどもぶほいくか 
さんじゅうはち ようちえんほいくしょとうじどうカウンセリングじぎょう こど
もぶほいくか 
さんじゅうきゅう にんかがいほいくしせつしえんじぎょう こどもぶほいくか 
よんじゅう ほいくしほいくしょしえんセンターじぎょう こどもぶほいくか 
よんじゅういち ようちえんほいくしょとう ほいくりょうむりょうかけいげんと
うじぎょう こどもぶほいくか 
よんじゅうに しんきさんにゅうじぎょうしゃじゅんかいしえんじぎょう こども
ぶほいくか 
よんじゅうさん ほいくしょディーエックスすいしんじぎょう こどもぶほいくか 
よんじゅうし いりょうてきケアじほいくしえんじぎょう こどもぶほいくか 
よんじゅうご ようほしょうれんけいすいしんじぎょう がっこうきょういくぶそ
うごうきょういくしえんセンター 
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国民健康保険特
定健康診査・特
定保健指導事業
【国民健康保険
課】

特定健康診査等第三期実施計画に基づき、40歳～
74歳までの国民健康保険加入者に対し、特定健康
診査の受診勧奨と特定保健指導利用の周知・啓発を
実施し、特定健康診査受診率及び特定保健指導実施
率向上を目指すとともに、生活習慣病の予防・改善
と、医療費の削減に努めます。

3.4

市民部
国民健康保険課
（保健福祉部
保健所

健康づくり課）

47
保健・福祉フェ
スティバル開催
事業

子どもから高齢者まで多くの市民が保健・福祉に対
する理解を深めるため、各種展示や体験ができる保
健・福祉フェスティバル郡山を開催します。

1.3
3.2
3.3
3.4
3.5
3.a
10.2

保健福祉部
保健福祉総務課

48 社会福祉大会開
催事業

市民の社会福祉に対する理解を深めるとともに、地
域福祉の一層の推進を図るため、市社会福祉大会を
開催します。（３年に１度）

1.3
3.4
10.2

保健福祉部
保健福祉総務課

49 援護法関係団体
育成事業

戦没者遺族とその家族の福祉向上を図るため、市遺
族会の運営に対して支援を行います。

1.3
10.2
17.17

保健福祉部
保健福祉総務課

50 保護司会補助事
業

犯罪・非行の防止、犯罪を犯した者の更生保護を図
るため、保護司会の運営に対して支援を行います。

1.3
10.2

保健福祉部
保健福祉総務課

51
民生児童委員協
議会連合会育成
事業

地域福祉の向上を図るため、民生・児童委員の活動
及び研修等に対して支援を行います。

1.3
3.2
3.4
3.5
10.2
16.2

保健福祉部
保健福祉総務課

52 福祉のまちづく
り事業

地域福祉の充実を図るため、各地区の社会福祉協議
会が実施する在宅福祉サービス事業に対する支援を
行います。

1.3
3.2
3.4
3.5
10.2
16.2

保健福祉部
保健福祉総務課

53
（福）郡山市社
会福祉協議会補
助事業

地域福祉の充実を図るため、社会福祉協議会の本部
運営等に要する経費に対する支援を行います。

1.3
3.2
3.4
3.5
10.2
16.2

保健福祉部
保健福祉総務課

54
避難行動要支援
者避難支援体制
管理事業

高齢者や障がい者等の災害時の安全確保を図るた
め、避難支援体制の管理を行います。

1.3
1.5
11.5

保健福祉部
保健福祉総務課

55 生活困窮者自立
支援事業

生活困窮者等、様々な悩みを抱えている方の自立の
促進を図るため、関係機関と連携して支援を行いま
す。

1.3
4.3
8.5
10.2
17.17

保健福祉部
保健福祉総務課
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よんじゅうよんぺーじ 
よんじゅうろく こくみんけんこうほけんとくていけんこうしんさ・とくていほけ
んしどうじぎょう しみんぶこくみんけんこうほけんか 
よんじゅうなな ほけんふくしフェスティバルかいさいじぎょう ほけんふくしぶ
ほけんふくしそうむか 
よんじゅうはち しゃかいふくしたいかいかいさいじぎょう ほけんふくしぶほけ
んふくしそうむか 
よんじゅうきゅう えんごほうかんけいだんたいいくせいじぎょう ほけんふくし
ぶほけんふくしそうむか 
ごじゅう ほごしかいほじょじぎょう ほけんふくしぶほけんふくしそうむか 
ごじゅういち みんせいじどういいんきょうぎかいれんごうかいいくせいじぎょう 
ほけんふくしぶほけんふくしそうむか 
ごじゅうに ふくしのまちづくりじぎょう ほけんふくしぶほけんふくしそうむか 
ごじゅうさん しゃかいふくしほうじんこおりやまししゃかいふくしきょうぎかい
ほじょじぎょう ほけんふくしぶほけんふくしそうむか 
ごじゅうし ひなんこうどうようしえんしゃひなんしえんたいせいかんりじぎょう 
ほけんふくしぶほけんふくしそうむか 
ごじゅうご せいかつこんきゅうしゃじりつしえんじぎょう ほけんふくしぶほけ
んふくしそうむか 
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福祉まるごと支
援事業

家族や地域社会の変化に伴い複雑化する支援ニーズ
を踏まえ、「ダブルケア」や「8050問題」など、
一つの相談支援機関だけでは対応困難な課題を解決
するため、市民や世帯が抱える複合的かつ多様な生
活課題を「丸ごと」受け止め、様々な機関をつなぎ
ながら、世帯等に寄り添った支援を行う、相談員を
市内３か所に配置し、多機関の協働による包括的な
相談支援体制の構築を行います。

1.3
10.2
17.17

保健福祉部
保健福祉総務課

57 被保護者就労支
援事業

生活支援課に「ハローワークコーナー」を設置し、
本市とハローワークが連携して、生活保護受給者等
に対し、ワンストップ型の就労支援を行います。

1.3
8.5
8.8
10.2

保健福祉部
生活支援課

58 被保護者健康管
理支援事業

生活保護受給者への健康診査実施を推進し、健康問
題のある生活保護受給者に保健指導を行い、重症化
予防及び健康増進をお薬手帳の活用促進により、重
複服薬防止や後発医薬品の使用原則を周知し医療の
適正化を図ります。

1.3
3.3
3.4
3.5
10.2

保健福祉部
生活支援課

59
配食サービス活
用事業【介護保
険】※一般会計
分も含む

食事管理が困難な高齢者の栄養改善及び安否の確認
を行うため、配食サービスを行います。

1.3
2.2
10.2

保健福祉部
地域包括ケア
推進課

60
シルバーハウジ
ング生活援助員
派遣事業【介護
保険】

在宅福祉サービスの充実を図るため、高齢者世話付
き住宅入居者に対して生活援助員を派遣し、生活指
導や安否確認を行います。

1.3
10.2

保健福祉部
地域包括ケア
推進課

61 包括的支援事業
【介護保険】

介護予防の推進と地域包括ケアの推進を図るため、
直営の基幹型地域包括支援センター及び委託による
地域包括支援センターを設置し、高齢者への総合相
談や介護予防ケアマネジメント等を行います。

1.3
10.2

保健福祉部
地域包括ケア
推進課

62
認知症高齢者家
族支援事業【介
護保険】

認知症などにより、はいかいのおそれのある高齢者
等の安全を確保するため、家族に対し、高齢者等が
外出した際の所在が確認できる位置情報探索機器の
貸し出しや、緊急連絡先等が確認できるＱＲコード
の配付を行います。また、関係機関と構築したＳＯ
Ｓ見守りネットワークの充実強化を図ります。

1.3
10.2

保健福祉部
地域包括ケア
推進課

63
高齢者日常生活
支援事業【介護
保険】※一般会
計分も含む

高齢者が住み慣れた地域で安心して在宅生活を継続
するため、日常生活の支援を行います。

1.3
10.2

保健福祉部
地域包括ケア
推進課

64
認知症総合支援
事業【介護保
険】

認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限
り住み慣れた地域のよい環境で暮らし続けられるた
めに、認知症初期集中支援チームや認知症地域支援
推進員の配置・認知症カフェの設置などにより認知
症の方や家族等への支援を行います。

1.3
10.2

保健福祉部
地域包括ケア
推進課
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よんじゅうごぺーじ 
ごじゅうろく ふくしまるごとしえんじぎょう ほけんふくしぶほけんふくしそう
むか 
ごじゅうなな ひほごしゃしゅうろうしえんじぎょう ほけんふくしぶせいかつし
えんか 
ごじゅうはち ひほごしゃけんこうかんりしえんじぎょう ほけんふくしぶせいか
つしえんか 
ごじゅうきゅう はいしょくさーびすかつようじぎょう ほけんふくしぶちいきほ
うかつケアすいしんか 
ろくじゅう シルバーハウジングせいかつえんじょいん はけんじぎょう ほけん
ふくしぶちいきほうかつケアすいしんか 
ろくじゅういち ほうかつてきしえんじぎょう ほけんふくしぶちいきほうかつケ
アすいしんか 
ろくじゅうに にんちしょうこうれいしゃかぞくしえんじぎょう ほけんふくしぶ
ちいきほうかつケアすいしんか 
ろくじゅうさん こうれいしゃにちじょうせいかつしえんじぎょう ほけんふくし
ぶちいきほうかつケアすいしんか 
ろくじゅうし にんちしょうそうごうしえんじぎょう ほけんふくしぶちいきほう
かつケアすいしんか 
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一般介護予防事
業【介護保険】

高齢者自らがより介護予防に関心をもてるよう、親
しみやすく継続して取り組めるような運動を広く周
知するとともに、高齢者を年齢や心身の状況等に
よって分け隔てることなく、住民主体の通いの場を
充実させ、人と人とのつながりを通じて、参加者や
通いの場が継続的に拡大していくような地域づくり
を推進します。

1.3
10.2

保健福祉部
地域包括ケア
推進課

66
生活支援体制整
備事業【介護保
険】

協議体及び生活支援コーディネーターを配置し、支
え合いによる地域づくりを行うことで、高齢者が住
み慣れた地域で安心して在宅生活を継続していくた
めに必要な多様な生活支援・介護予防サービスを整
備します。

1.3
10.2
17.17

保健福祉部
地域包括ケア
推進課

67
介護予防・生活
支援サービス事
業【介護保険】

地域の実情に応じて、住民等の多様な主体が参画
し、多様なサービスを充実することで、地域の支え
合い体制づくりを推進し、要支援者等に対する効果
的かつ効率的な支援等を可能とします。

1.3
10.2

保健福祉部
地域包括ケア
推進課

68
在宅医療・介護
連携推進事業
【介護保険】

急速な高齢化が進展する中、医療と介護の両方を必
要とする高齢者が、住み慣れた地域で自分らしい暮
らしを人生の最後まで続けることができるよう、在
宅医療と介護を一体的に提供するために必要な支援
体制を構築します。

1.3
10.2
17.17

保健福祉部
地域包括ケア
推進課

69
介護サービス適
正実施指導事業
【介護保険】

介護サービスの質の確保・向上や介護サービスの適
正な実施を図るため、介護サービス事業者等へ指
導・支援を行います。

1.3
10.2

保健福祉部
介護保険課

70
介護人材確保育
成支援事業【介
護保険】

介護サービス事業所に従事する者や介護サービス事
業の運営者を対象に、職員個々のスキルアップ及び
事業運営者の管理能力の向上につなげるセミナー等
を対面型とオンライン（オンデマンド）型を可能な
限り併用して実施し、介護サービス事業所の環境改
善と介護人材の定着率の向上を図ります。また、介
護労働安定センター等が行う関連事業の周知等の連
携を強化し、人材確保を支援します。

1.3
10.2

保健福祉部
介護保険課
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よんじゅうろくぺーじ 

ろくじゅうご いっぱんかいごよぼうじぎょう ほけんふくしぶちいきほうかつケ

アすいしんか 

ろくじゅうろく せいかつしえんたいせいせいびじぎょう ほけんふくしぶちいき

ほうかつケアすいしんか 

ろくじゅうなな かいごよぼう・せいかつしえんさーびすじぎょう ほけんふくしぶ

ちいきほうかつケアすいしんか 

ろくじゅうはち ざいたくいりょう・かいごれんけいすいしんじぎょう ほけんふく

しぶちいきほうかつケアすいしんか 

ろくじゅうきゅう かいごさーびすてきせいじっししどうじぎょう ほけんふくし

ぶかいごほけんか 

ななじゅう かいごじんざいかくほいくせいしえんじぎょう ほけんふくしぶかい

ごほけんか 
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医療費適正化推
進事業【国民健
康保険】

第二期データヘルス計画に基づき、国民健康保険加
入者のレセプトデータ等を活用した、健康状態や健
康課題の分析結果を踏まえ、疾病予防や健康保持・
増進を図るための各種事業に取り組み、医療費の適
正化を推進します。

3.4
3.5
3.9

市民部
国民健康保険課

72 障害者相談支援
事業

障がい者の自立と社会参加の促進を図るため、福祉
制度の有効活用等について、相談者のニーズに合わ
せて助言を行います。
また、地域における相談支援の中核的な役割を持つ
障がい者基幹相談支援センターを中心に、総合的な
相談支援業務や相談支援事業所への指導・助言、相
談支援員の育成等、障がい者の権利擁護などの業務
を行います。

1.3
10.2
17.17

保健福祉部
障がい福祉課

73
コミュニケー
ション等支援事
業

手話の普及と聴覚障がい者等への理解促進を図ると
ともに、聴覚障がい者への日常生活や社会生活にお
けるコミュニケーション支援として手話通訳者や要
約筆記者の派遣のほか、ＩＣＴを活用した遠隔手話
サービス（テレビ電話）を実施します。

1.3
10.2

保健福祉部
障がい福祉課

74 ふれあいピック
大会開催事業

障がい者（児）の体力の増進と社会参加の促進を図
るため、ふれあいピック（合同運動会）を開催しま
す。

1.3
10.2

保健福祉部
障がい福祉課

75 障がい者福祉団
体育成事業

障がい者の福祉向上を図るため、障がい者の社会参
加の推進等に取り組む団体に対して支援を行いま
す。

1.3
10.2
17.17

保健福祉部
障がい福祉課

76 障がい者就労支
援事業

就労移行支援事業所等と連携して障がい者の職場体
験学習を実施します。

1.3
4.5
8.5
10.2

保健福祉部
障がい福祉課

77 難聴児補聴器購
入費等助成事業

身体障害者手帳の交付対象とならない軽度・中等度
の難聴児が、言語の獲得やコミュニケーション能力
の向上を図ることができるよう、補聴器購入等費用
の一部を助成します。

1.3
10.2

保健福祉部
障がい福祉課

78
身体障がい者は
り・きゅう・
マッサージ等施
術費助成事業

年齢75歳未満で肢体不自由１・２級の身体障害者
手帳所持者に対して、健康の保持、心身の疲労回復
を図るため、はり・きゅう・マッサージ券を交付し
ます。

1.3
10.2

保健福祉部
障がい福祉課

79 社会福祉施設整
備事業

障がい福祉の向上を図るため、社会福祉法人等が設
置する社会福祉施設等（障害福祉サービス事業所
等）の施設整備に要する費用の助成を行います。

1.3
10.2
11.7

保健福祉部
障がい福祉課

80 障がい者福祉施
設長寿命化事業

障がい福祉課が所管する障がい者施設４施設につい
て、施設の維持補修により長寿命化を図ります。

1.3
10.2
11.7

保健福祉部
障がい福祉課

81
児童発達支援利
用者負担無料化
事業

第一子が児童発達支援を利用している世帯の保護者
を対象として、育児環境の改善を図るため、利用者
負担額を補助します。

1.3
10.2

保健福祉部
障がい福祉課
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よんじゅうななぺーじ 
ななじゅういち いりょうひ てきせいかすいしんじぎょう しみんぶこくみんけ
んこうほけんか 
ななじゅうに しょうがいしゃそうだんしえんじぎょう ほけんふくしぶ しょう
がいふくしか 
ななじゅうさん コミュニケーションとうしえんじぎょう ほけんふくしぶ しょ
うがいふくしか 
ななじゅうし ふれあいピックたいかいかいさいじぎょう ほけんふくしぶ しょ
うがいふくしか 
ななじゅうご しょうがいしゃふくしだんたいいくせいじぎょう ほけんふくしぶ
しょうがいふくしか 

ななじゅうろく しょうがいしゃしゅうろうしえんじぎょう ほけんふくしぶ し
ょうがいふくしか 
ななじゅうなな なんちょうじ ほちょうきこうにゅうひとう じょせいじぎょう 
ほけんふくしぶ しょうがいふくしか 
ななじゅうはち しんたいしょうがいしゃはりきゅうまっさーじとうせじゅつひじ
ょせいじぎょう ほけんふくしぶ しょうがいふくしか 
ななじゅうきゅう しゃかいふくししせつせいびじぎょう ほけんふくしぶ しょ
うがいふくしか 
はちじゅう しょうがいしゃふくししせつちょうじゅみょうかじぎょう ほけんふ
くしぶ しょうがいふくしか 
はちじゅういち じどうはったつしえんりようしゃふたんむりょうかじぎょう ほ
けんふくしぶ しょうがいふくしか 
 
  



－ 48－

目　

次

第
２
章

第
３
章

第
５
章

資
料
編

第
４
章

第
１
章

No 基本
目標 事業名 事業概要 SDGs 担当部課

82

Ⅲ

誰
も
が
健
康
で
生
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

長寿社会対策推
進事業

年齢に捉われず地域において活躍できる高齢者を養
成するとともに、高齢者自身の社会参加を促すこと
で健康寿命の延伸に向けた取組を推進します。ま
た、今後ますます進展する高齢社会において、全て
の世代が自身の担うべき役割を考える場を提供しま
す。

1.3
4.5
10.2

保健福祉部
健康長寿課

83
高齢者にやさし
い住まいづくり
助成事業

介護保険の要介護認定を受けていない高齢者が、転
倒等により要介護状態になることを防止するため、
自宅への手すりの取り付けや段差解消等の軽易な住
宅改修費用の一部を助成し、セーフコミュニティの
推進を図ります。

1.3
10.2

保健福祉部
健康長寿課

84 軽費老人ホーム
事務費補助事業

軽費老人ホーム入所者の経済的負担を軽減するた
め、入所者から徴収すべき事務費の一部を免除した
場合に減免額を助成します。

1.3
10.2

保健福祉部
健康長寿課

85 高齢者健康長寿
サポート事業

高齢者の社会参加の促進や健康の保持・増進、閉じ
こもり解消等の推進のため、70歳以上の方には、
はり・きゅう・マッサージ、温泉、プール、75歳
以上の方には併せて路線バスやタクシーにも利用す
ることのできる共通利用券を交付します。

1.3
10.2

保健福祉部
健康長寿課

86 スマートシニア
応援事業

デジタル機器を活用することで、高齢期の生活にお
ける課題解決を図り、賢く、充実した高齢期の生活
を送れるよう支援します。

17.8 保健福祉部
健康長寿課

87 いきいきデイク
ラブ事業

在宅高齢者の介護予防、閉じこもり防止、認知症予
防の推進と引きこもりがちな高齢者に社会参加を促
し、健康寿命の延伸を図るため、地域交流センター
等を会場とし、通所（送迎）により教養講座、趣
味・創作活動、日常動作訓練等を行います。

1.3
10.2

保健福祉部
地域包括ケア
推進課

88
ひとり暮らし高
齢者等緊急通報
システム事業

心身に支障のあるひとり暮らし高齢者等の在宅生活
での不安感解消と事故発生を防止するため、緊急時
に緊急通報受信センターと連絡できる機器の貸与を
行います。

1.3
10.2

保健福祉部
地域包括ケア
推進課

89
老人福祉施設等
整備補助事業
（特別養護老人
ホーム等建設）

高齢者が地域において生きいきと安心して暮らせる
よう、老人福祉施設等の整備に要する費用の補助を
行います。

1.3
10.2
11.7

保健福祉部
介護保険課

90
地域密着型サー
ビス拠点整備補
助事業

地域における高齢者支援のためのサービスの拠点と
なる小規模多機能型居宅介護事業所、定期巡回・随
時対応型訪問介護看護事業所等の整備に要する費用
の補助を行います。

1.3
10.2
11.7

保健福祉部
介護保険課

91 献血運動推進事
業

医療に必要な血液の安定供給の確保を図るため、イ
ベント等啓発活動を行います。また、骨髄移植の推
進を図るため、献血イベントに併せて骨髄バンクド
ナー登録会等を行うとともに、骨髄提供ドナーと
なった市民に、提供時の休業補償相当の助成を行い
ます。

1.3
3.4
3.8
10.2

保健福祉部
保健所
総務課
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よんじゅうはちぺーじ 
はちじゅうに ちょうじゅしゃかいたいさくすいしんじぎょう ほけんふくしぶけ
んこうちょうじゅか 
はちじゅうさん こうれいしゃにやさしいすまいづくりじょせいじぎょう ほけん
ふくしぶけんこうちょうじゅか 
はちじゅうし けいひろうじんホームじむひほじょじぎょう ほけんふくしぶけん
こうちょうじゅか 
はちじゅうご こうれいしゃけんこうちょうじゅサポートじぎょう ほけんふくし
ぶけんこうちょうじゅか 
はちじゅうろく スマートシニアおうえんじぎょう ほけんふくしぶけんこうちょ
うじゅか 
はちじゅうなな いきいきデイクラブじぎょう ほけんふくしぶちいきほうかつケ
アすいしんか 
はちじゅうはち ひとりぐらしこうれいしゃとうきんきゅうつうほうシステムじぎ
ょう ほけんふくしぶちいきほうかつケアすいしんか 
はちじゅうきゅう ろうじんふくししせつとうせいびほじょじぎょう（とくべつよう
ごろうじんホームとうけんせつ） ほけんふくしぶかいごほけんか 
きゅうじゅう ちいきみっちゃくがたサービスきょてんせいびほじょじぎょう ほ
けんふくしぶかいごほけんか 
きゅうじゅういち けんけつうんどうすいしんじぎょう ほけんふくしぶほけんじ
ょそうむか 
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保健委員会活動
支援事業（～Ｒ
３保健衛生団体
等活動支援事
業）

市民の健康意識の高揚と健康づくりの推進、保健衛
生行政の向上を図るため、地域で保健衛生事業を推
進する郡山市保健委員会の活動を支援し、団体の育
成と連携強化を図ります。

1.3
3.4
10.2
17.17

保健福祉部
保健所
総務課

93
（公財）郡山市
健康振興財団運
営補助事業

市民の健康管理・増進を図るため、郡山市健康振興
財団に補助金を交付し、健康づくりのための環境整
備を行います。

1.3
3.4
10.2
17.17

保健福祉部
保健所
総務課

94 救急医療体制確
保事業

救急医療体制を維持するため、二次救急医療を担う
救急告示病院等の運営経費の助成を行うとともに、
休日・夜間急病センターを運営します。

1.3
3.8
10.2
17.17

保健福祉部
保健所

健康政策課

95 医療従事者支援
事業

保健師、助産師、看護師等いわゆる看護職の育成及
び就労支援について、育成機関及び医療機関と連携
しながら、看護実習等の受入支援を行うとともに、
就労の現状と課題について情報共有を行い、新規就
労及び未就労看護職の復職へ向けた支援を行う。

1.3
3.8
8.5
10.2

保健福祉部
保健所

健康政策課

96
ＳＤＧｓ推進全
世代健康都市圏
事業

健康をキーワードに、連携中枢都市圏における、医
療・介護情報等を多角的に分析し、ＥＢＨＰ（エビ
デンス・ベースド・ヘルス・ポリシー：根拠に基づ
く健康政策）の実施や疾病構造や介護認定状況、そ
れに至る原因等を把握することで、各種保健事業・
介護予防事業等を広域中枢連携都市圏で一体的に実
施し、ＩＣＴを活用した健康寿命の延伸対策など、
ＥＢＭ（エビデンス・ベースド・メディスン：根拠
に基づく医療）を進めることにより、すべての世代
の方たちが健康で生きいきと暮らせるまちづくりを
目指す。

3.4
3.8
17.17

保健福祉部
保健所

健康政策課

97 特定感染症検査
等対策事業

性感染症のまん延防止を図るため、正しい知識の普
及啓発活動やＨＩＶ・梅毒抗体検査、健康相談の実
施や肝炎ウイルス検査により、ウイルス性肝炎の早
期発見・早期治療及び重症化予防を図ります。ま
た、胎児の先天性風しん症候群の発症を防止する風
しんワクチンの接種を効果的に行うため、抗体検査
を実施します。

1.3
3.3
10.2

保健福祉部
保健所

保健・感染症課

98 精神保健福祉事
業

こころの健康の保持増進や精神疾患の早期発見・治
療、正しい知識の普及啓発を図るため、健康相談や
講演会等を行います。

1.3
3.4
3.5
10.2

保健福祉部
保健所

保健・感染症課

99 精神障がい者相
談支援事業

障がい者の自立と社会参加の促進を図るため、相談
者のニーズに合わせて指導や助言を行うとともに、
福祉制度が効果的に活用できるよう、人材の育成・
確保や社会資源の活用等の体制整備を図ります。

1.3
3.5
10.2

保健福祉部
保健所

保健・感染症課
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よんじゅうきゅうぺーじ 

きゅうじゅうに ほけんいいんかいかつどうしえんじぎょう ほけんふくしぶほけ

んじょそうむか 

きゅうじゅうさん こうえきざいだんほうじん こおりやまし けんこうしんこう

ざいだんうんえいほじょじぎょう ほけんふくしぶほけんじょそうむか 

きゅうじゅうし きゅうきゅういりょうたいせいかくほじぎょう ほけんふくしぶ

ほけんじょけんこうせいさくか 

きゅうじゅうご いりょうじゅうじしゃしえんじぎょう ほけんふくしぶほけんじ

ょけんこうせいさくか 

きゅうじゅうろく エスディージーズすいしんぜんせだいけんこうとしけんじぎょ

う ほけんふくしぶほけんじょけんこうせいさくか 

きゅうじゅうなな とくていかんせんしょうけんさとうたいさくじぎょう ほけん

ふくしぶほけんじょほけんかんせんしょうか 

きゅうじゅうはち せいしんほけんふくしじぎょう ほけんふくしぶほけんじょほ

けんかんせんしょうか 

きゅうじゅうきゅう せいしんしょうがいしゃそうだんしえんじぎょう ほけんふ

くしぶほけんじょほけんかんせんしょうか 
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No 基本
目標 事業名 事業概要 SDGs 担当部課

100

Ⅲ

誰
も
が
健
康
で
生
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

任意予防接種事
業

感染症の発生及びまん延を予防するため、おたふく
かぜ、成人の風しんなどの任意予防接種について市
独自に接種費用の一部助成を継続的に行います。ま
た、造血幹細胞移植その他の理由により既に予防接
種によって得ていた免疫を消失したことに伴い、任
意で再度、当該予防接種に相当する予防接種を受け
る市民に対して、当該予防接種に要する費用を助成
します。

1.3
3.3
3.8
3.b
10.2

保健福祉部
保健所

保健・感染症課

101
難病患者等地域
支援対策推進事
業

難病患者やその家族の疾病等に対する不安を解消す
るため、相談会や研修会等を行います。

1.3
3.8
10.2

保健福祉部
保健所

保健・感染症課

102 自殺対策推進事
業

自殺防止を図るため、自殺対策に携わる人材の育成
や自殺予防に関する知識の普及啓発、相談体制の強
化、うつ病家族教室等のほか、生きることの包括的
支援に係る事業を継続し行います。

1.3
3.4
10.2
17.17

保健福祉部
保健所

保健・感染症課

103
新型コロナウイ
ルス感染症対策
医療機関支援事
業

新型コロナウイルス感染症患者及び疑い患者に対応
する協力医療機関に対し、感染リスクへの対応に伴
う必要な経費の一部を助成します。

1.3
3.3
10.2

保健福祉部
保健所

保健・感染症課

104
保健所駅前健康
相談センター運
営事業

市民の健康増進を図るため、ビッグアイ７階の郡山
駅前健康相談センターで健康相談や保健指導、エイ
ズ相談やＨＩＶ・梅毒抗体検査を行います。

1.3
3.3
10.2

保健福祉部
保健所

健康づくり課

105 生活習慣病対策
事業

生活習慣病を予防するため、適正な食習慣や運動の
推進、受動喫煙防止対策等を行います。食生活実態
調査の結果を踏まえた対策に取り組むとともに、運
動習慣の定着を推進するため、健康ポイント事業を
実施し、健康寿命の延伸を図ります。

1.3
3.4
3.a
10.2

保健福祉部
保健所

健康づくり課

106 食育推進事業
市民が「食」に関する知識と「食」を選択する力を
習得し、健全な食生活を実践できるよう、市民へ食
育の周知啓発を図るとともに、関係団体等と連携し
食育を推進します。

1.3
2.1
2.2
3.4
10.2
12.3

保健福祉部
保健所

健康づくり課

107 健康増進事業

市民の健康の保持増進を図るため、健康増進法に基
づく健康教育、相談等を実施し、生涯にわたる健康
づくりを支援します。さらに、がん予防のための周
知啓発を充実させるとともに、早期発見を目的に各
種がん検診の受診率の向上を図ります。

1.3
3.4
10.2

保健福祉部
保健所

健康づくり課

108 特定歯科保健事
業

地区診断に基づきこれまで重点地区（日和田町・西
田町）への歯科保健事業（小中学校巡回歯科指導・
幼稚園児歯科指導・歯科に関する子育て相談）を実
施し成果が得られたことから、市内全域に地域を拡
大し、むし歯率の高い地域から順次事業を展開し、
市全体のむし歯状況の改善を目指します。

1.3
3.8
10.2

保健福祉部
保健所

健康づくり課

※ 40ページに掲載している「消費者行政推進事業」については、経常事業（事業趣旨を鑑み成
果に関わらず継続する事業）であるため、第５次実施計画（2022（令和４）年度～ 2025（令
和７）年度）には掲載していませんが、国の関係通知において、重層的支援体制整備事業と消
費者安全確保地域協議会制度との連携が求められていることから関連事業として設定します。
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ごじゅうぺーじ 
ひゃく にんいよぼうせっしゅじぎょう ほけんふくしぶほけんじょほけんかんせ
んしょうか 
ひゃくいち なんびょう かんじゃとう ちいきしえんたいさくすいしんじぎょう 
ほけんふくしぶほけんじょほけんかんせんしょうか 
ひゃくに じさつたいさくすいしんじぎょう ほけんふくしぶほけんじょほけんか
んせんしょうか 
ひゃくさん しんがたコロナウイルスかんせんしょうたいさくいりょうきかんしえ
んじぎょう ほけんふくしぶほけんじょほけんかんせんしょうか 
ひゃくし ほけんじょえきまえけんこうそうだんセンターうんえいじぎょう ほけ
んふくしぶほけんじょけんこうづくりか 
ひゃくご せいかつしゅうかんびょうたいさくじぎょう ほけんふくしぶほけんじ
ょけんこうづくりか 
ひゃくろく しょくいくすいしんじぎょう ほけんふくしぶほけんじょけんこうづ
くりか 
ひゃくなな けんこうぞうしんじぎょう ほけんふくしぶほけんじょけんこうづく
りか 
ひゃくはち とくていしかほけんじぎょう ほけんふくしぶほけんじょけんこうづ
くりか 
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ごじゅういちぺーじ 
だい５しょう 
けいかくのすいしん 
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１　郡山市社会福祉協議会との協働による推進
　郡山市社会福祉協議会は、地域福祉推進の中心的な役割を担う団体として、地域福祉
を目的とする普及・啓発、人材育成、支援事業など様々な事業を展開しています。
　また、市内 13地域に地区社会福祉協議会を設置し、そのうちの１つである郡山地区
内にはさらに 26の支部を組織し、地域の町内会、民生委員・児童委員、各種団体等の
方々が「福祉委員」としてサロン活動や見守り活動などの地域に根差した多様な活動を
行っています。
　本計画においては、郡山市社会福祉協議会を地域福祉の重要な担い手として位置づけ
るとともに同協議会が策定する「地域福祉活動計画」と相互に連携を図りながら施策を
推進します。

　社会福祉法において、市町村地域福祉計画には地域における高齢者の福祉、障害者の
福祉、児童の福祉その他の福祉に関し、共通して取り組むべき事項を定めることとされ
ております。
　「第４期郡山市地域福祉計画」では、以下の内容について各分野をまたぐ「横断的取組」
として定めることで事業の効果や効率性を高めるために様々な施策を総合的かつ横断的
に推進します。

（１）権利擁護・虐待防止への支援

　認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由により判断能力が十分ではない方など
に対する相談や見守り、成年後見制度の利用等において、関係機関の連携強化を図る
とともに、権利擁護支援の担い手としての市民後見人等の育成や活動支援強化など、
権利擁護支援に係る取組を推進し、成年後見制度の利用促進を図ります。
　また、高齢者や障がい者、子どもに対する虐待への対応の在り方や予防策について、
地域で連携した支援体制を構築し、関係機関とのより一層の連携強化に取り組んでい
きます。

２　横断的取組
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ごじゅうにぺーじ 
１ こおりやまししゃかいふくしきょうぎかいとのきょうどうによるすいしん 
ほんけいかくにおいては こおりやまししゃかいふくしきょうぎかいをちいきふく
しのじゅうような にないてとしていちづけるとともに どうきょうぎかいがさく
ていするちいきふくしかつどうけいかくとそうごにれんけいをはかりながら せさ
くをすいしんします 
２ おうだんてきとりくみ 
しゃかいふくしほうにおいて しちょうそんちいきふくしけいかくにはちいきにお
けるこうれいしゃのふくし しょうがいしゃのふくし じどうのふくしそのたのふ
くしにかんし きょうつうしてとりくむべきじこうをさだめることとされておりま
す だい４きこおりやましちいきふくしけいかくでは いかのないようについてか
くぶんやをまたぐおうだんてきとりくみとしてさだめることで じぎょうのこうか
やこうりつせいをたかめるために さまざまなせさくをそうごうてきかつおうだん
てきにすいしんします 
１けんりようご・ぎゃくたいぼうしへのしえん 
にんちしょう ちてきしょうがい せいしんしょうがいなどのりゆうにより はん
だん のうりょくがじゅうぶんではないかたなどにたいするそうだんやみまもり 
せいねんこうけんせいどのりようとうにおいて かんけいきかんのれんけいきょう
かをはかるとともに けんりようごしえんのにないてとしての しみんこうけんに
んとうのいくせいやかつどうしえんきょうかなど けんりようごしえんにかかると
りくみをすいしんし せいねんこうけんせいどのりようそくしんをはかります ま
た こうれいしゃやしょうがいしゃ こどもにたいするぎゃくたいへのたいおうの
ありかたやよぼうさくについて ちいきでれんけいしたしえんたいせいをこうちく
し かんけいきかんとのよりいっそうのれんけいきょうかにとりくんでいきます 
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①権利擁護支援の地域連携ネットワークの構築と中核となる機関の設置
　権利擁護支援の必要な人を発見し、適切な支援につなげるための体制づくり
を行います。
　チーム（本人に身近な親族や福祉・医療・地域の関係者）による本人支援体
制をバックアップするため、権利擁護に関連する既存の協議会等と連携し、成
年後見制度に関わる機関・団体等による地域連携ネットワークを構築するとと
もに、地域連携ネットワークの連携強化を図るため、中核となる機関を設置し
ます。
②地域連携ネットワークの機能の整備
　成年後見制度の利用促進に向け、「広報機能」、「相談機能」、「成年後見制度
利用促進機能」、「後見人支援機能」の４つの機能の充実を図るため、これらの
機能を整備します。
ア「広報機能」
　権利擁護に関する理解や関心を深め、成年後見制度の周知・啓発に努めま
す。
イ「相談機能」
　権利擁護支援を必要とする人・関係者などの相談に応じ、適切な支援につ
なぐことができるよう相談体制の充実に努めます。
ウ「成年後見制度利用促進機能」
　支援内容や適切な後見人候補者の選任等を検討するほか、市民後見人等の
育成・活動支援に努めます。
エ「後見人支援機能」
　親族後見人や市民後見人の後見活動に関する相談対応や本人に身近な関係
者チームへの支援に努めます。

③成年後見制度に関する支援制度
　成年後見制度の利用が必要であるにもかかわらず、申立て人等が不在の場合
において、市長申立てによる支援を行います。
　また、経済的な理由で成年後見制度が利用できないことが無いよう、収入や
資産等の状況により、後見人等への報酬や市長申立ての際の申立費用について
助成を行います。

【権利擁護支援の取組】
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ごじゅうさんぺーじ 
けんりようごしえんのとりくみ 
１ けんりようごしえんのちいきれんけいネットワークのこうちくとちゅうかくと
なるきかんのせっち 
けんりようごしえんのひつようなひとをはっけんし てきせつなしえんにつなげる
ためのたいせいづくりをおこないます 
チーム（ほんにんにみぢかなしんぞくやふくし いりょう ちいきのかんけいしゃ）
によるほんにんしえんたいせいをバックアップするため けんりようごにかんれん
するきぞんのきょうぎかいとうと れんけいし せいねんこうけんせいどにかかわ
るきかん だんたいとうによるちいきれんけいネットワークをこうちくするととも
に ちいきれんけいネットワークのれんけいきょうかをはかるため ちゅうかくと
なる きかんをせっちします 
２ ちいきれんけいネットワークのきのうのせいび 
せいねんこうけんせいどのりようそくしんにむけ こうほうきのう そうだんきの
う せいねんこうけんせいどりようそくしんきのう こうけんにんしえんきのう 
のよっつのきのうのじゅうじつをはかるため これらのきのうをせいびします 
３ せいねんこうけんせいどにかんするしえんせいど 
せいねんこうけんせいどのりようがひつようであるにもかかわらず もうしたてに
んとうが ふざいのばあいにおいて しちょうもうしたてによるしえんをおこない
ます また けいざいてきなりゆうでせいねんこうけんせいどがりようできないこ
とがないよう しゅうにゅうや しさんとうのじょうきょうにより こうけんにん
とうへの ほうしゅうやしちょうもうしたてのさいのもうしたてひようについてじ
ょせいをおこないます 
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（２）災害に強い体制づくり

　過去10年間だけで2011（平成23）年３月11日の「東日本大震災」をはじめとして、
2019（令和元）年 10月に「令和元年東日本台風」、2021（令和３）年２月 13日に「福
島県沖地震」と多くの大規模災害に見舞われました。
　災害時は要配慮者の安否確認や被災者の居住環境の復旧など多くの課題が生じるこ
とから、ボランティアセンターや地域などの公的団体に対して災害対応に係る支援や
関係機関との連携を図ることにより、災害に強い体制づくりに取り組んでいきます。

（３）セーフコミュニティ活動の推進

　セーフコミュニティとは、「けがや事故などは偶然の結果ではなく、原因を究明す
ることで予防することができる」という基本理念に基づいて、地域全体が協働でけが
や事故の予防活動など、安全・安心の取組を行っている地域のことです。
　本市ではより一層の安全と安心に包まれた街づくりを加速させるため、2014（平
成 26）年、ＷＨＯ（世界保健機関）が推奨するセーフコミュニティの国際認証取得
を目指して活動を開始し、2018（平成 30）年２月２日に国内 15番目、県内では初
めてとなる国際認証を取得しました。
　セーフコミュニティ活動の推進によりけがや事故が減少することで、市民の誰もが
求める「安全・安心」の向上や地域住民、関係機関、各種団体と行政が協働すること
による情報や連帯意識の共有、国際基準による安全・安心の取組を行う自治体として
の地域イメージの向上が期待されます。
　本計画の推進において、地域住民の安全・安心の確保は基本理念や基本方針にも通
ずることからセーフコミュニティ活動を推進します。

（４）感染症への対策

　世界的な問題となっている「新型コロナウイルス感染症」については、国において
その対策を危機管理上、重大な課題であるとの認識の下、国民の生活を守るため、「新
型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」を令和２年３月 28日に決定し、以
降変更や改定を重ねるとともに様々な取組を進めています。　
　「新型コロナウイルス感染症」をはじめとした新たな感染症の発生状況下において、
「新しい生活様式」などの考え方は、本計画を推進する上で重要な課題であることから、
地域全体で感染症への対策に取り組んでいきます。
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ごじゅうよんぺーじ 
２ さいがいにつよい たいせいづくり 
さいがいじは ようはいりょしゃのあんぴかくにんや ひさいしゃの きょじゅう
かんきょうのふっきゅうなどおおくのかだいがしょうじることから ボランティア
センターやちいきなどのこうてきだんたいにたいして さいがいたいおうにかかる
しえんや かんけいきかんとのれんけいをはかることにより さいがいにつよい 
たいせいづくりにとりくんでいきます 
３ セーフコミュニティかつどうのすいしん 
セーフコミュニティかつどうのすいしんにより けがやじこがげんしょうすること
で しみんのだれもがもとめるあんぜん・あんしんのこうじょうやちいきじゅうみん 
かんけいきかん かくしゅだんたいとぎょうせいがきょうどうすることによる じ
ょうほうや れんたいいしきのきょうゆう こくさいきじゅんによるあんぜんあん
しんのとりくみをおこなうじちたいとしてのちいきイメージのこうじょうがきたい
されます 
ほんけいかくのすいしんにおいて ちいきじゅうみんのあんぜんあんしんのかくほ
はきほんりねんやきほんほうしんにもつうずることからセーフコミュニティかつど
うをすいしんします 
４ かんせんしょうへのたいさく 
せかいてきなもんだいとなっている しんがたコロナウイルスかんせんしょうにつ
いては くににおいてそのたいさくをききかんりじょう じゅうだいなかだいであ
るとのにんしきのもと こくみんのせいかつをまもるため きほんてき たいしょ
ほうしんを れいわ２ねん３がつにじゅうはちにちにけっていし いこうへんこう
やかいていをかさねるとともにさまざまなとりくみをすすめています 
しんがたコロナウイルスかんせんしょうをはじめとした あらたなかんせんしょう
のはっせいじょうきょうかにおいて あたらしいせいかつようしきなどのかんがえ
かたは ほんけいかくをすいしんするうえでじゅうようなかだいであることから 
ちいきぜんたいでかんせんしょうへのたいさくにとりくんでいきます 
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（５）ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進

　ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）とはＩＣＴ※８の浸透が人々の生活を
あらゆる面でより良い方向に変化させるという概念を意味しています。
　各種業務の手続や管理については紙媒体が主流となっていますが、業務自体のシス
テム化やＲＰＡ※９、ＯＣＲ※10、ＩｏＴ※11 などの活用によりＩＣＴの能力を最大限
に引き出すことで地域住民の手続手法の簡素化や業務効率化を図るため、ＤＸ（デジ
タルトランスフォーメーション）を推進していきます。

※８ＩＣＴ：情報（Information）処理や通信（Communication）に関する技術（Technology）
の総称。

※９ＲＰＡ：Robotic Process Automation（ロボティック・プロセス・オートメーション）
の略。今まで人の手で行っていた業務をロボットを活用して自動化すること。

※ 10ＯＣＲ：Optical Character Reader（オプティカル・キャラクタ・リーダー）の略。
手書きの書類や印刷・印字された文字部分を認識して文字データに変換し、
コンピュータに情報として入力する光学式文字読取装置のこと。

※ 11ＩｏＴ：Internet of Things の略。モノのインターネットのこと。自動車、家電、ロ
ボット、施設などあらゆるモノがインターネットにつながり、情報のやり取
りをすることで、モノのデータ化やそれに基づく自動化等が進展し、新たな
付加価値を生み出すというもの。
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ごじゅうごぺーじ 
５ デジタルトランスフォーメーションのすいしん 
デジタルトランスフォーメーションとは ＩＣＴのしんとうがひとびとのせいかつ
をあらゆるめんでよりよいほうこうにへんかさせるというがいねんをいみしていま
す 
かくしゅぎょうむのてつづきやかんりについては かみばいたいがしゅりゅうとな
っていますが ぎょうむじたいの しすてむかや ＲＰＡ ＯＣＲ ＩｏＴ などのか
つようにより ＩＣＴののうりょくをさいだいげんにひきだすことでちいきじゅう
みんのてつづきしゅほうのかんそかやぎょうむこうりつかをはかるため デジタル
トランスフォーメーションをすいしんしていきます 
 
ＩＣＴとは じょうほうしょりやつうしんにかんするぎじゅつのそうしょう 
ＲＰＡとは ロボティック プロセス オートメーション のりゃくしょう いま
までひとのてでおこなっていたぎょうむをロボットをかつようしてじどうかするこ
と 
ＯＣＲとは オプティカル キャラクタ リーダーのりゃくしょう てがきのしょ
るいやいんさつ いんじされたもじぶぶんをにんしきして もじでーたにへんかん
し こんぴゅーたにじょうほうとして にゅうりょくするこうがくしきもじよみと
りそうちのこと 
ＩｏＴとは じどうしゃ かでん ロボット しせつなどあらゆるものがインター
ネットにつながり じょうほうのやりとりをすることで モノのデータかやそれに
もとづくじどうかなどがしんてんし あらたなふかかちをうみだすというもの 
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計画の内容や評価を踏まえ、
必要がある場合は計画や事業
の見直し等を実施する

改善
Act

策定
Plan

Check
評価

Do
実施

従来の実績や現況分析などを
基にして計画を策定する

業務成果を分析しながら計
画に沿っているか確認する 計画に沿って業務を行う

３　計画の進行管理・評価方法
　本市では、本計画を実効性のある計画とするため、「郡山市まちづくり基本指針（あ
すまちこおりやま）」の実施計画及び福祉分野の個別計画における数値目標及び実績を
用いることで、各種施策の実施について行政評価や各個別計画の年次評価などにより進
行管理を行います。
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ごじゅうろくぺーじ 
３ けいかくのしんこうかんり ひょうかほうほう    
 ほんしでは ほんけいかくをじっこうせいのあるけいかくとするため こおりや
ましまちづくりきほんししん（あすまちこおりやま）のじっしけいかくおよびふくし
ぶんやのこべつけいかくにおけるすうちもくひょうおよびじっせきをもちいること
で かくしゅせさくのじっしについて ぎょうせいひょうかやかくこべつけいかく
のねんじひょうかなどによりしんこうかんりをおこないます 
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ごじゅうななぺーじ 
しりょうへん 
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１　郡山市地域福祉計画策定委員会設置要綱　
　【設置】
第１条　社会福祉法（昭和 26年法律第 45号）第 107 条に基づき、協働により地域
福祉の総合的な推進を図る郡山市地域福祉計画（以下「計画」という。）の策定に当
たり、有識者の意見を聴くために開催する郡山市地域福祉計画策定委員会（以下「委
員会」という。）について必要な事項を定めるものとする。
　【委員会の役割】
第２条　委員会は、次の事項について意見交換を行う。
⑴　計画の策定に関すること。
⑵　計画に係る調査等に関すること。
⑶　その他必要な事項に関すること。
　【委員会の構成】
第３条　委員会の委員は、20人以内とし、地域福祉について優れた識見を有する者の
うちから市長が依頼する。
２　委員は、次の各号に掲げる者のうちから市長が依頼する。
⑴　学識経験者
⑵　保健福祉及び医療関係者
⑶　地域活動団体等関係者
⑷　公募市民
⑸　その他市長が指名する者
３　委員への依頼期間は１年以内とする。
４　委員会には座長を置き、委員の中から互選により選出する。
　【会議】
第４条　委員会の会議は、市長が招集する。
２　会議は、座長が進行する。
３　座長に事故があるときは、あらかじめ座長の指名する者が会議を進行する。
　【関係者の出席】
第５条　市長は、必要があると認めるときは、委員会の会議に関係者の出席を求め、意
見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。
　【庶務】
第６条　委員会の庶務は、保健福祉部保健福祉総務課において行う。
　【委任】
第７条　この要綱に定めるもののほか、委員会の開催に関して必要な事項は市長が別に
定める。
　 附　　　　則
　　（略）
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ごじゅうはちぺーじ 
１ こおりやましちいきふくしけいかくさくていいいんかいせっちようこう 
だい１じょう しゃかいふくしほうだいひゃくななじょうにもとづき こおりやま
しちいきふくしけいかくのさくていにあたり ゆうしきしゃのいけんをきくために
かいさいするこおりやましちいきふくしけいかくさくていいいんかいについてひつ
ようなじこうをさだめるものとする 
だい２じょう いいんかいは つぎのじこうについていけんこうかんをおこなう 
１ けいかくのさくていにかんすること ２ けいかくにかかるちょうさなどにか
んすること ３ そのたひつようなじこうにかんすること 
だい３じょう いいんかいのいいんは にじゅうにん いないとし ちいきふくし
についてすぐれたしきけんをゆうするもののうちからしちょうがいらいする 
だい２こう いいんは つぎのかくごうにかかげるもののうちからしちょうがいら
いする １ がくしきけいけんしゃ ２ ほけんふくしおよびいりょうかんけいし
ゃ ３ ちいきかつどうだんたいとうかんけいしゃ ４ こうぼしみん ５ その
たしちょうがしめいするもの 
だい３こう いいんへのいらいきかんは１ねんいないとする 
だい４こう いいんかいにはざちょうをおき いいんのなかからごせんによりせん
しゅつする 
だい４じょう いいんかいのかいぎは しちょうがしょうしゅうする 
だい２こう かいぎは ざちょうがしんこうする 
だい３こう ざちょうにじこがあるときは あらかじめざちょうのしめいするもの
がかいぎをしんこうする 
だい５じょう しちょうはひつようがあるとみとめるときは いいんかいのかいぎ
にかんけいしゃのしゅっせきをもとめ いけんをきき またはしりょうのていしゅ
つをもとめることができる 
だい６じょう いいんかいのしょむは ほけんふくしぶほけんふくしそうむかにお
いておこなう 
だい７じょう このようこうにさだめるもののほか いいんかいのかいさいにかん
してひつようなじこうはしちょうがべつにさだめる 
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２　郡山市地域福祉計画策定検討会設置要綱　
　【設置】
第１条　社会福祉法（昭和 26年法律第 45号）第 107 条に基づき、協働により地域
福祉の総合的な推進を図る郡山市地域福祉計画（以下「計画」という。）の策定に当
たり、調査及び検討を行うため、郡山市地域福祉計画策定検討会（以下「検討会」と
いう。）を設置する。
　【所掌事務】
第２条　検討会は、次の各号に掲げる事項を処理する。
⑴　計画の策定に関すること
⑵　関係機関及び関係団体との連絡調整に関すること
⑶　計画に係る調査等に関すること
⑷　その他必要な事項に関すること
　【組織】
第３条　検討会は、会長、副会長及び会員をもって組織する。
２　会長には保健福祉部次長、副会長には保健福祉総務課長をもって充てる。
３　会員は次に掲げる者をもって充てる。
⑴　別表に掲げる関係各課及び関係機関の職員
⑵　その他会長が指名する者
　【会長等】
第４条　会長は、検討会を代表し、会務を総括する。
２　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職
務を代理する。
　【会議】
第５条　検討会の会議は、必要に応じて会長が召集する。
　【関係者の出席】
第６条　会長は、必要があると認めるときは、検討会の会議に関係者の出席を求め、意
見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。
　【庶務】
第７条　検討会の庶務は、保健福祉部保健福祉総務課において行う。
　【その他】
第８条　この要綱に定めるもののほか、検討会の運営に関して必要な事項は、会長が別
に定める。
　 附　　　　則
　　（略）
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ごじゅうきゅうぺーじ 
２ こおりやましちいきふくしけいかくさくていけんとうかいせっちようこう 
だい１じょう しゃかいふくしほうだいひゃくななじょうにもとづき こおりやま
しちいきふくしけいかくのさくていにあたり ちょうさおよびけんとうをおこな
うため こおりやましちいきふくしけいかくさくていけんとうかいをせっちする 

だい２じょう けんとうかいは つぎのかくごうにかかげるじこうをしょりする 
１ けいかくのさくていにかんすること 
２ かんけいきかんおよびかんけいだんたいとのれんらくちょうせいにかんするこ
と 
３ けいかくにかかるちょうさなどにかんすること 
４ そのたひつようなじこうにかんすること 
だい３じょう けんとうかいは かいちょう ふくかいちょうおよびかいいんをも
ってそしきする 
だい２こう かいちょうにはほけんふくしぶじちょう ふくかいちょうにはほけん
ふくしそうむかちょうをもってあてる 
だい３こう かいいんはつぎにかかげるものをもってあてる 
だい１ごう べっぴょうにかかげるかんけいかくかおよびかんけいきかんのしょく
いん 
だい２ごう そのたかいちょうがしめいするもの 
だい４じょう かいちょうは けんとうかいをだいひょうし かいむをそうかつす
る 
だい２こう ふくかいちょうは かいちょうをほさし かいちょうにじこがあると
きまたはかいちょうがかけたときは そのしょくむをだいりする 

だい５じょう けんとうかいのかいぎは ひつようにおうじてかいちょうがしょう
しゅうする 
だい６じょう かいちょうは ひつようがあるとみとめるときは けんとうかいの
かいぎにかんけいしゃのしゅっせきをもとめ いけんをきき またはしりょうの
ていしゅつをもとめることができる 

だい７じょう けんとうかいのしょむは ほけんふくしぶほけんふくしそうむかに
おいておこなう 
だい８じょう このようこうにさだめるもののほか けんとうかいのうんえいにか
んしてひつようなじこうは かいちょうがべつにさだめる 
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総 務 部 総務法務課長、防災危機管理課長

政 策 開 発 部 政策開発課長、広聴広報課長

財 務 部 財政課長

市 民 部 市民・ＮＰＯ活動推進課長、男女共同参画課長、セーフコミュニティ課長

文化スポーツ部 文化振興課長、スポーツ振興課長

環 境 部 環境政策課長

保 健 福 祉 部
保健福祉総務課長、生活支援課長、障がい福祉課長、健康長寿課長、地
域包括ケア推進課長、介護保険課長、保健所総務課長、保健所健康政策
課長、保健所保健・感染症課長、保健所健康づくり課長

こ ど も 部 こども政策課長、こども家庭支援課長、保育課長

農 林 部 農業政策課長

産 業 観 光 部 産業政策課長

建 設 交 通 部 道路建設課長、住宅政策課長

都 市 整 備 部 都市政策課長

教 育 総 務 部 総務課長、生涯学習課長

学 校 教 育 部 学校管理課長、学校教育推進課長、総合教育支援センター所長

社会福祉法人郡山市社会福祉協議会

別表（第３条関係）
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ろくじゅうぺーじ 
べっぴょう（だい３じょうかんけい） 
そうむぶ そうむほうむかちょう ぼうさいききかんりかちょう 
せいさくかいはつぶ せいさくかいはつかちょう こうちょうこうほうかちょう 
ざいむぶ ざいせいかちょう 
しみんぶ しみんＮＰＯかつどうすいしんかちょう だんじょきょうどうさんかく
かちょう セーフコミュニティかちょう 
ぶんかスポーツぶ ぶんかしんこうかちょう スポーツしんこうかちょう 
かんきょうぶ かんきょうせいさくかちょう 
ほけんふくしぶ ほけんふくしそうむかちょう せいかつしえんかちょう しょう
がいふくしかちょう けんこうちょうじゅかちょう ちいきほうかつケアすいしん
かちょう かいごほけんかちょう ほけんじょそうむかちょう ほけんじょけんこ
うせいさくかちょう ほけんじょほけんかんせんしょうかちょう ほけんじょけん
こうづくりかちょう 
こどもぶ こどもせいさくかちょう こどもかていしえんかちょう ほいくかちょ
う 
のうりんぶ のうぎょうせいさくかちょう 
さんぎょうかんこうぶ さんぎょうせいさくかちょう 
けんせつこうつうぶ どうろけんせつかちょう じゅうたくせいさくかちょう 
としせいびぶ としせいさくかちょう 
きょういくそうむぶ そうむかちょう しょうがいがくしゅうかちょう 
がっこうきょういくぶ がっこうかんりかちょう がっこうきょういくすいしんか
ちょう そうごうきょういくしえんセンターしょちょう 
しゃかいふくしほうじん こおりやまししゃかいふくしきょうぎかい 
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３　郡山市地域福祉計画策定作業部会設置要綱
　【設置】
第１条　郡山市地域福祉計画（以下「計画」という。）の策定に当たり必要な事項や施
策の検討及び推進を図るため、郡山市地域福祉計画策定作業部会（以下「部会」とい
う。）を設置する。
　【所掌事務】
第２条　部会は、次の各号に掲げる事項を処理する。
⑴　計画内容の検討及び計画案の作成に関すること
⑵　計画策定に係る調査及び研究等に関すること
⑶　関係機関及び関係団体との連絡調整に関すること
⑷　その他必要な事項に関すること
　【組織】
第３条　部会は、部会長、副部会長及び部会員をもって組織する。
２　部会長は保健福祉総務課長補佐をもって充て、副部会長は保健福祉総務課総務管理
係長をもって充てる。
３　部会員は次に掲げる者をもって充てる。
⑴　別表に掲げる関係各課及び関係機関の担当職員
⑵　その他部会長が指名する者
　【部会長等】
第４条　部会長は、部会を代表し、会務を総括する。
２　副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるとき又は部会長が欠けたときは、
その職務を代理する。
　【会議】
第５条　部会の会議は、必要に応じて部会長が召集する。
　【関係者の出席】
第６条　部会長は、必要があると認めるときは、部会の会議に関係者の出席を求め、意
見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。
　【庶務】
第７条　部会の庶務は、保健福祉部保健福祉総務課において行う。
　【その他】
第８条　この要綱に定めるもののほか、部会の運営に関して必要な事項は、部会長が別
に定める。
　 附　　　　則
　　（略）
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ろくじゅういちぺーじ 
３ こおりやましちいきふくしけいかくさくていさぎょうぶかいせっちようこう 
だい１じょう こおりやましちいきふくしけいかくのさくていにあたり ひつよう
なじこうや せさくのけんとうおよびすいしんをはかるため こおりやましちい
きふくしけいかくさくていさぎょうぶかいをせっちする 

だい２じょう ぶかいは つぎのかくごうにかかげるじこうをしょりする 
１ けいかくないようのけんとうおよびけいかくあんのさくせいにかんすること 
２ けいかくさくていにかかるちょうさおよびけんきゅうとうにかんすること 
３ かんけいきかんおよびかんけいだんたいとのれんらくちょうせいにかんするこ
と 
４ そのたひつようなじこうにかんすること 
だい３じょう ぶかいは ぶかいちょう ふくぶかいちょうおよびぶかいいんをも
ってそしきする 
だい２こう ぶかいちょうはほけんふくしそうむかちょうほさをもってあて ふく
ぶかいちょうはほけんふくしそうむかそうむかんりかかりちょうをもってあてる 

だい３こう ぶかいいんはつぎにかかげるものをもってあてる 
１ べっぴょうにかかげるかんけいかくかおよびかんけいきかんのたんとうしょく
いん 
２ そのたぶかいちょうがしめいするもの 
だい４じょう ぶかいちょうは ぶかいをだいひょうし かいむをそうかつする 
２ ふくぶかいちょうは ぶかいちょうをほさし ぶかいちょうにじこがあるとき
または ぶかいちょうがかけたときは そのしょくむをだいりする 

だい５じょう ぶかいのかいぎは ひつようにおうじてぶかいちょうがしょうしゅ
うする 
だい６じょう ぶかいちょうは ひつようがあるとみとめるときは ぶかいのかい
ぎにかんけいしゃのしゅっせきをもとめ いけんをきき しりょうのていしゅつ
をもとめることができる 

だい７じょう ぶかいのしょむは ほけんふくしぶほけんふくしそうむかにおいて
おこなう 
だい８じょう このようこうにさだめるもののほか ぶかいのうんえいにかんして
ひつようなじこうは ぶかいちょうがべつにさだめる 
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保 健 福 祉 部
保健福祉総務課、生活支援課、障がい福祉課、健康長寿課、地域包括ケ
ア推進課、介護保険課、保健所総務課、保健所健康政策課、保健所保
健・感染症課、保健所健康づくり課

こ ど も 部 こども政策課、こども家庭支援課、保育課

社会福祉法人郡山市社会福祉協議会

別表（第３条関係）
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ろくじゅうにぺーじ 
べっぴょう（だい３じょうかんけい） 
ほけんふくしぶ ほけんふくしそうむか せいかつしえんか しょうがいふくしか
けんこうちょうじゅか ちいきほうかつケアすいしんか かいごほけんか ほけ
んじょそうむか ほけんじょけんこうせいさくか ほけんじょほけんかんせんし
ょうか ほけんじょけんこうづくりか 

こどもぶ こどもせいさくか こどもかていしえんか ほいくか 
しゃかいふくしほうじん こおりやまししゃかいふくしきょうぎかい 
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No. 氏　　名 所属団体等 備　　考

1 阿
あ
　部

べ
　光

みつ
　浩
ひろ 郡山市私立幼稚園・認定こども園連合会

会長

2 岡
おか
　部

べ
　早

さ
　苗
なえ 社会福祉法人ほっと福祉記念会

Sweet hot 施設長

3 菊
きく
　池

ち
　節

せつ
　子

こ 公益社団法人福島県栄養士会
県南支部企画運営委員

4 日
く さ か
下　俊

しゅん
一
いち
郎
ろう 郡山市自治会連合会　会計理事

5 熊
くま
　田

だ
　伸

のぶ
　子

こ 郡山女子大学　教授

6 郡
ぐん
　司

じ
　やよい 一般社団法人福島県社会福祉士会

7 白
しろ
石
いし
田
だ
　和

かず
　彦
ひこ 郡山市認可保育所長会　世話役

8 鈴
すず
　木

き
　　　翔

かける
　 公募委員

9 隅
すみ
　越
こし
　　　誠

まこと
　 一般社団法人郡山医師会　理事

10 髙
たか
　荒
あら
　　　淳

じゅん
　
社会福祉法人南東北福祉事業団
南東北さくら館　施設長

11 髙
たか
　橋
はし
　正

まさ
　光
みつ 郡山市民生児童委員協議会連合会　副会長 座　長

12 高
たか
　羽

ば
　秀

ひで
　幸
ゆき 郡山市公共職業安定所　所長

13 田
た
　村
むら
　元

もと
　子

こ 公益社団法人福島県看護協会郡山支部
副支部長

14 水
みず
　島
しま
　睦

むつ
　子

こ 一般社団法人郡山歯科医師会　理事

15 村
むら
　上
かみ
　　　徹

とおる
　
郡山市地域包括支援センター連絡協議会
副会長 職務代理者

16 若
わか
　松
まつ
　克

かつ
　明
あき 福島県弁護士会郡山支部

17 渡
わた
　部
なべ
　明

あけ
　美

み 社会福祉法人郡山市社会福祉協議会
事務局長

18 渡
わた
　辺
なべ
　久

く
仁
に
子
こ 郡山人権擁護委員協議会

４　郡山市地域福祉計画策定委員会委員名簿
【依頼期間】令和３年７月 21日から令和４年３月 31日まで
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ろくじゅうさんぺーじ 
４ こおりやましちいきふくしけいかくさくていいいんかいいいんめいぼ 
いらいきかん れいわ３ねん ７がつにじゅういちにち かられいわ４ねん ３が
つさんじゅういちにち まで 
しめい しょぞくだんたいのじゅんにきさい 
１ あべ みつひろ こおりやまししりつようちえんにんていこどもえん れんご
うかい かいちょう 
２ おかべ さなえ しゃかいふくしほうじん ほっとふくしきねんかい スイー
トホット しせつちょう 
３ きくち せつこ こうえきしゃだんほうじんふくしまけんえいようしかい け
んなんしぶきかくうんえいいいん 
４ くさか しゅんいちろう こおりやまし じちかいれんごうかい かいけいり
じ 
５ くまだ のぶこ こおりやまじょしだいがく きょうじゅ 
６ ぐんじ やよい いっぱんしゃだんほうじんふくしまけんしゃかいふくししか
い 
７ しろいしだ かずひこ こおりやまし にんかほいくしょちょうかい せわや
く 
８ すずき かける こうぼいいん 
９ すみこし まこと いっぱんしゃだんほうじん こおりやまいしかい りじ 
じゅう たかあら じゅん しゃかいふくしほうじんみなみとうほくふくしじぎょ
うだん みなみとうほくさくらかん しせつちょう 
じゅういち たかはし まさみつ こおりやまし みんせいじどういいんきょうぎ
かいれんごうかい ふくかいちょう 
じゅうに たかば ひでゆき こおりやまし こうきょうしょくぎょうあんていじ
ょ しょちょう 
じゅうさん たむら もとこ こうえきしゃだんほうじん ふくしまけんかんごき
ょうかいこおりやましぶ ふくしぶちょう 
じゅうよん みずしま むつこ いっぱんしゃだんほうじん こおりやましかいし
かい りじ 
じゅうご むらかみ とおる こおりやまし ちいきほうかつ しえんセンターれ
んらくきょうぎかい ふくかいちょう 
じゅうろく わかまつ かつあき ふくしまけんべんごしかい こおりやましぶ 
じゅうなな わたなべ あけみ しゃかいふくしほうじん こおりやまししゃかい
ふくしきょうぎかい じむきょくちょう 
じゅうはち わたなべ くにこ こおりやま じんけんようごいいんきょうぎかい 




